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取扱説明書
コンピューターミシン

Sewing

Lesson

基本的な使い方

実践的なソーイング

付録

基本操作と基本的なぬい方をマスター
しましょう。

美しい仕上がりに不可欠な
基本テクニックを説明します。

実践的なソーイングに必要な操作や
機能を説明します。

ミシンのお手入れ方法や、困ったときの
対処方法などを説明します。

美しい仕上がりのために

Lesson

●ご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。

●取扱説明書はなくさないように大切に保管し、いつでも手にとって見られるようにしてください。



はじめにお読みください

このたびは、当社の製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

お使いになる前に必ず「安全上のご注意」をお読みの上、この取扱説明書をご覧ください。各機能の正しい使い

方を十分ご理解の上、本機を末永くご愛用ください。また本書は、読み終わったあとも、いつでもご覧になれるところに

保管してください。

本書および本機で使われている表示や絵文字は、本機を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や他の人々へ

の危害や損害を未然に防ぐためのものです。その表示や意味は次のとおりです。

安全上のご注意

表紙A

この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死亡または重傷を負う危険が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷害を負う危険が想定される内容および物的損害のみの発生が想定され

る内容を示しています。

一般家庭用電源AC100V の電源以外では、絶対に使用しないでください。火災・感電・
故障の原因になります。

以下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてください。火災・感電・
故障の原因になります。

ミシンのそばを離れるとき
ミシンを使用したあと
運転中に停電したとき
接触不良、断線などで正常に動作しないとき
雷が鳴りはじめたとき

本書で使用している絵文字の意味は次のとおりです。

特定しない禁止事項

分解してはいけません

水に濡らしてはいけません

特定しない義務行為

電源プラグを抜いてください

特定しない危険通告

感電の危険があります

火災の危険があります

針の下に指を入れないでください
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針の下などに指を入れないでください。 ケガをするおそれがあり ます。

ミシン操作中は、 針の動きに十分ご注意ください。 また、 針、 プーリー、 天び
んなど、 動いているすべての部品に手を近づけないでください。 ケガの原因に
なり ます。

延長コー ドや分岐コンセン ト を使用し た、 たこ足配線はし ないで く ださい。 火
災 ・ 感電の原因になり ます。

濡れた手で電源プラグを抜き差し し ないで く ださい。 感電の原因になり ます。

電源プラグを抜 く ときはまず電源スイ ッチを切り、 必ずプラグの部分を持っ て
抜いて く ださい。 電源コー ド を引っ張っ て抜 く とコー ドが傷つき、 火災 ・ 感電
の原因になり ます。

電源コードを傷つけたり、 破損したり、 加工したり、 無理に曲げたり、 引っ張っ
たり、 ねじ ったり、 たばねたり しないで く ださい。 また、 重い物を載せたり、 加
熱し たりする と電源コー ドが破損し、 火災 ・ 感電の原因になり ます。 電源コー
ド または電源プラグが破損し たときはミシンの使用をやめて、 お近 く の販売店
または 「ミシン 119 番」 にご連絡 く ださい。

長期間ご使用にならないときは、 必ず電源プラグをコンセン トから抜いて く だ
さい。 火災の原因になり ます。

直射日光の当たるところや、 ストーブ、 アイロンのそばなど温度の高いところで
は使用しないで く ださい ( ミシンが使用できる温度は 0 ～ 40 ℃です）。 ミシン内
部の温度が上がったり、 ミシン本体や電源コードの被膜が溶けて火災 ・ 感電の原
因になります。

スプレー製品などをご使用の部屋では使用し ないで く ださい。 スプレーへの引
火によるやけどや火災の原因になり ます。

はじめにお読みください
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ぐ らついた台の上や傾いたところなど、 不安定な場所には置かないで く ださい。
バランスが崩れて倒れたり、 落下など し てケガをする原因になり ます。

ミシン本体の換気口をふさがないで く ださい。 換気口は、 必ず壁から 30 cm 以
上離し てお使い く ださい。 また、 換気口やフ ッ トコン トローラーに糸 く ずやほ
こ りがたまらないようにし て く ださい。 火災の原因になり ます。

ミシ ン本体の上に花びんなどの水が入った容器を置かないで く ださい。 万一、
ミシン本体に水などがこぼれて内部に入った場合は、 電源スイ ッチを切り、 電
源プラグをコンセントから抜いて販売店または 「ミシン 119 番」 にご連絡 く だ
さい。 そのまま使用すると火災 ・ 感電の原因になり ます。

換気口やミシ ン内部に異物を入れたり 、 ド ライ バーなど を差し 込まないで く
ださい。 高圧部に触れて 感電のおそれがあり ま す。 万一、 異物が入っ た場合
は、 使用をやめてお近く の販売店または 「ミシ ン 119 番」 にご連絡く ださい。

ミシン本体の重さは約 8 kg です。ミシン本体を持ち運びする際は急激な動作や、
不用意な動作をしないで く ださい。 腰や膝を痛める原因になり ます。

ミシン本体は、 必ずハン ドルを持っ て持ち運びをし て く ださい。 他の部分を持
つとこわれたり、 すべって落と したり し てケガの原因になり ます。

ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部品を使用し て く ださい。
他の部品を使用するとケガ ・ 故障の原因になり ます。

お客様ご自身での分解、 修理および改造は行わないでく ださい。 火災・ 感電・
ケガの原因になり ま す。 取扱説明書に記載されて いる 以外の内部の点検・ 調
整・ 掃除・ 修理は、 お近く の販売店または 「ミシ ン 119 番」 にご依頼く ださい。

はじめにお読みください
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本機は日本国内向けの家庭用ミシンです。 外国では使用できません。

This sewing machine can not be used in a foreign country as designed for Japan.

職業用と し てご使用になった場合の保証はいたしかねますので、 ご了承 く ださい。

仕様および外観は品質改良のため、 予告な く 変更する こ とがあり ますのでご了承 く ださい。

本書の内容を許可な く 無断で複製する こ とは禁じ られており ますので、 ご了承 く ださい。

本書の内容は予告な く 変更する こ とがあり ますので、 ご了承 く ださい。

本書の内容について、 万一不審な点や誤りなどお気づきの点があり ま したらご連絡 く ださい。

本機をご使用になる方 （お子様を含む） が、 身体／知覚／精神的能力になんらかの障害を持つ場合、 あるいは経験や知識が

十分でない場合には安全を保証できる責任者の監視の下でのみ本機を使用し て く ださい。

お子様が使用するときは、 玩具と し て使用しないよう、 十分な監視の下で使用し て く ださい。

取扱説明書に記載されている整備は、 必ず電源プラグをコンセン トから抜いて
行って く ださい。 ケガ ・ 感電の原因になり ます。

縫製中、 布地を無理に引っ張ったり、 押したり し ないで く ださい。 ケガ ・ 針折
れの原因になり ます。

上糸、 下糸等に関する操作については、 取扱説明書の指示に従っ て正し く 行っ
て く ださい。 取り扱いを誤ると、 縫製中に糸がらみ等が発生し、 針が折れたり、
曲がったりするおそれがあり ます。

曲がった針は絶対に使用しないでください。針折れの原因になります。

ミシン本体を落としたり、破損したり、故障したりした場合は、ただちに使用
をやめてお近くの販売店または「ミシン 119 番」にご連絡ください。そのまま
使用すると火災・感電の原因になります。

煙が出ている、異臭がする、異常音がするなどの状態のときは、すぐに電源プ
ラグをコンセントから抜いて、お近くの販売店または「ミシン 119 番」にご連
絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因になります。お客様自身で
の修理は危険ですから絶対に行わないでください。

ミシン本体が入っていた袋は、お子様の手の届かないところに保管するか廃棄
してください。かぶって遊ぶと窒息のおそれがあります。

お子様の玩具として使用しないでください。お子様がご使用になるときや、お
子様の近くでご使用になるときは、お子様がケガをしないよう十分ご注意くだ
さい。

はじめにお読みください
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本書の構成

本書では、 レ ッスン編 ・ ソーイング編に分けて本ミシンの使い方を説明し ています。 まずはレ ッスン編で基礎

をマスターし て く ださい。 次にソーイング編で、 あなたのオリ ジナル作品作りをお楽しみ く ださい。

本書で使用されて いるアイ コンの説明

レ ッスン編

本ミシンを使いこなすために必要な基本操作をマスターし ます。

本ミシンの基本的な使い方や便利な機能、 美しい仕上がりを実現するためのソーイングのコ

ツなどを説明し ます。

ソーイング編

レ ッスン編をマスターしたら、 いよいよあなたのオリ ジナル作品を作りま し ょ う。

ぬい方に合わせた模様の選び方や、 本ミシンの便利な機能、 実践的なソーイングの仕方を説

明し ます。

ソーイングア ドバイス

本ミシンを使ったソーイングをより快適にするア ドバイスや、 基本テクニック

を記載し ます。

ミシンソーイング初心者の方は、 ぜひお読み く ださい。 熟練者の方は、 読み飛

ばし ていただいてもよい内容です。

ポイント

ソーイングを成功させるための操作の注意点やヒントを記載し ます。

注意

「安全上のご注意」 （表紙 A） を必ずお読みになり、 このアイコンが記されてい

る内容は必ずお読み く ださい。

警告

「安全上のご注意」 （表紙 A） を必ずお読みになり、 このアイコンが記されてい

る内容は必ずお読み く ださい。

本書の使い方

はじめにお読みください
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付属品の確認

箱をあけたら、 以下の付属品が揃っているか確認し

て く ださい。 付属品が不足し ている、 または破損し

ているときは、 本ミシンをお買い上げになった販売

店にお問い合わせ く ださい。

本体・ ハード ケース
ミシン本体です。 ミシンを使用し ないときは、 ケース

に収納し て く ださい。

エクスト ラテーブル
大きいものをぬう ときに、 作業スペースを広げるため

に使用し ます。

フッ ト コント ローラー
本ミシンを足で操作するときに使用し ます。

糸こ ま押え
上糸をセッ トするときに使用し ます。 糸こまの大きさ

によって大／中／小を使い分けます。
購入時、 糸こま押え （中） はミシンの糸たて棒にセッ

トされています。

ド ライ バー
ミシン針を交換するときなどに使用し ます。

ネジ 回し
針板カバーを開閉するときに使用し ます。

はと め穴パンチ
はとめ穴 （ひもなどを通すための丸い穴） をあけると
きに使用し ます。

ミシ ンブラシ
釜などの細かい部分のほこ りを取り除 く ときに使用し
ます。

糸こ まネッ ト
腰が強い糸をセッ トするときに使用し ます。

リ ッ パー
ぬい目をほどいたり、 ボタン穴を切り開 く ときに使用

し ます。

押え （6 種）
目的に合わせて使い分けます。 押えにはそれぞれ A ・
G ・ I ・ J ・ N ・ R の記号が記されています。

ボタン穴かがり押え <A>  

型式 ： MODEL P
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たち目かがり押え <G> 

片押え <I> 

ジグザグ押え <J>

＊ 購入時は押えホルダーに取り付けられています。

模様ぬい押え <N> 

まつりぬい押え <R>  

ボビン
下糸を巻いて使用し ます。 本機純正のものが 4 個付属さ

れています。 そのうちの 1 個は、 購入時に釜にセッ トさ
れています。

ミシン針 （HA × 1）
4 種類 （計 6 本） の針が付属されています。 糸の太さや

布地によって使い分けます。 詳細は 「正しい針を選ぶ」
（P.34 ） で説明し ます。

ミシン糸

付属品ト レ イ
補助テーブル内にセッ ト し、 押え ・ リ ッパー ・ ボビンを
収納し ます。

＊ 付属ト レ イには、 押え <M> を収納する穴がありま

すが、 本機に押え <M> は付属されていません。

付属品バッグ
付属品を収納し ます。

取扱説明書
本書です。 大切に保管し て く ださい。

早見表
下糸 ・ 上糸の準備、 ぬい模様の一覧、 液晶画面の見方な

どがすばや く 確認できます。

取扱説明 DVD
ミシンの基本的な使い方を DVD で確認できます。

保証書
ミシンを修理するときなどに必要です。 大切に保管し て

く ださい。

黄 ＃ 11 （2 本）

赤 ＃ 14 （2 本）
緑 ＃ 16 （1 本）

ニッ ト用 ・ 金 ＃ 11 （1 本）

補助テーブルを

開いて上から見た図
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各部のなまえとはたらき

前面

この取扱説明書は
CPS72 シ リーズで制作
し ています。
CPS73/76/77 シ リー
ズでも使用方法は同じ
です。

1糸案内板

上糸を通すときに糸をかけます。

2糸案内カバー

糸案内板同様、 上糸を通すときに糸をかけます。

3糸たて棒

糸こまを差し込みます。

4下糸巻き案内

下糸をボビンに巻 く ときに糸をかけます。

5上ふた

このふたを開いて糸をセッ ト し ます。

6下糸巻き装置

下糸をボビンに巻 く ときに使用し ます。

7液晶画面

模様の設定や、 まちがえて操作し たときのエラーメ ッ

セージを表示し ます。

8表示パネル

模様を選択し たり、 模様の設定をし たり し ます。

s 「表示パネル」 （P.9 ）

9操作スイ ッチ

ミシンをスタートさせたり、 糸を切ったりするときに使

用し ます。

s 「操作スイ ッチ」 （P.10 ）

0補助テーブル

この中に押えやボビンなどを収納し ます。 袖口などの筒
ものをぬうときは、 こ こを外し ます。

A糸切り

こ こに引っかけると糸が切れます。

B糸通し レバー

針に糸を通すときに使用し ます。

C糸調子ダイヤル

上糸調子を調節し ます。
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1ハンドル

ミシンを移動するときは、 こ こを持って持ち上げます。

2プーリー

ぬい目を 1 針ずつ送ったり、 針を上げ下げするときに手

前に回し ます。

3換気口

モーターの換気用の穴です。 ミシンを設置するときは、

こ こをふさがないようにし て く ださい。

4電源スイ ッチ

電源を入れるスイ ッチです。

5フ ッ ト コントローラージャ ック

フ ッ ト コン トローラーの接続プラグを差し込みます。

6電源コード

家庭用電源コンセン ト （AC100V） に接続し ます。

7ドロップレバー

送り歯を下げるときに使用し ます。

8押え圧調節ダイヤル

押えが布を押さえる強さを調節し ます。

1ボタン穴かがり レバー

ボタン穴かがりやかんどめをするときに使用し ます。

2糸案内皿

糸通し装置を使って針に糸を通すときに、 こ こに糸を通

し ます。

3針棒糸かけ

上糸をかけます。

4針板

まっす ぐ にぬうための目盛りが付いています。

5針板カバー

釜の掃除をするときに取り外し ます。

6針板ふた

こ こを開けてボビンをセッ ト し ます。

7送り歯

布地を送ります。

8押え

布地を押さえます。 付属されている 6 種類の押えの中か
ら、 ぬい方に合った押えをセッ ト し ます。

9押えホルダー

押えを取り付けます。

右側面・ 背面 針・ 押え部
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各部のなまえとはたらき

表示パネル

1液晶画面

模様の設定や、 まちがえて操作し たときにエラーメ ッ

セージを表示し ます。

2ジグザグの振り幅調節キー

ジグザグ模様などの幅や、 直線模様の針位置を調節し ま
す。

s 「ぬい目の長さと振り幅／針位置を調節する」

（P.37 ）

3ぬい目の長さ調節キー

ぬい目の長さを調節し ます。

s 「ぬい目の長さと振り幅／針位置を調節する」

（P.37 ）
また、 本機がフ ァ ンクシ ョ ンモードのときは、 設定を選

択するキーと し て使用し ます。

s 「フ ァ ンクシ ョ ンモード一覧」 （P.72 ）

4プログラム糸切りキー

ぬい終わり位置で、 自動的に糸が切れるようにし たいと

きに使用し ます。

s 「自動で糸を切る」 （P.68 ）

5メモリーモードキー

模様の設定を保存するときに、 ポケッ トキーと合わせて

使用し ます。

s 「よ く 使う模様設定を保存する」 （P.69 ）

6ポケットキー 1/2

模様の設定 （模様、 ジグザグの振り幅 ・ 針位置、 ぬい目

の長さ、 針停止位置、 自動止めぬい ・ 返しぬいのオン /
オフ、 自動糸切りのオン / オフ） を保存するときに、

メモリーモードキーと合わせて使用し ます。 ポケッ ト
キー 1 と 2 にそれぞれ 1 つずつ設定を保存できます。

また、 保存し た模様の設定を呼び出すときにも使用し ま

す。

s 「よ く 使う模様設定を保存する」 （P.69 ）

7模様選択キー

キーを押し て目的に合った模様を選択し ます。 30 種類

の模様があります。

s 「いろいろなぬい方」 （P.46 ）

また、 上段 5 つの模様キーはミシンをフ ァ ンクシ ョ ン

モードに切り替えるときにも使用し ます。

s 「フ ァ ンクシ ョ ンモード一覧」 （P.72 ）

8自動止めぬいキー

ぬい始めとぬい終わりで、 自動的にほつれ止めをするよ

うに設定し たいときに使用し ます。

s 「自動で止めぬい / 返しぬいをする」 （P.68 ）

9針停止位置設定キー

ぬい終わりで針が停止する位置を上／下 （布に刺さった

状態） 切り替えるこ とができます。

s 「針停止位置の設定を変更する」 （P.69 ）
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1スタート／スト ップスイ ッチ

ミシンをスタート または停止し ます。 スイ ッチを押し て

いる間は、 ゆっ く り とぬいます。 停止すると、 針は下
がった （布地に刺さった） 状態で止ま ります。

s 「ミシンをスタートさせる」 （P.28 ）

また、 点灯ランプの色でミシンの状態をお知らせし ま

す。 それぞれの色の状態は、 以下の通りです。
緑 ： ミシンがスタート できる状態、 またはぬっている状態

赤 ： ミシンがスタートできない状態
オレンジ ： 下糸巻き軸が右側になっている状態

2返しぬいスイ ッチ

返しぬいまたは止めぬいをし ます。 返しぬいの場合はス
イ ッチを押し ている間、 ぬった方向の逆にぬいます。 止

めぬいの場合は、 返しぬいスイ ッチをしばら く 押し たま

まにすると、 同じ場所で 3 ～ 5 針分ぬってから止ま り
ます。

s 「返しぬいをする」 （P.29 ）

3針上下スイ ッチ

針の位置を上または下に切り替えます。 針が下にあると

きに続けて ２回押すと、 1 針分ぬいます。

4糸切りスイ ッチ

ぬい終わったときにこのスイ ッチを押すと、 上糸と下糸

が切れます。

s 「糸を切る」 （P.30 ）

5スピードコン トロールレバー

ミシンがぬい進む速度を調節し ます。

6押えレバー

押えを上げ下げし ます。

ミシンには下記の警告ラベルが表示されています。

警告表示の注意事項を守って作業を行って く ださい。

操作スイ ッ チ 警告ラベルについて

ラベルの場所
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基本的な使い方
本章では、 本ミシンを使った基本操作と基本的なぬい方を説明します。
まずは本章を読んで、 基礎をしっかりマスターしましょう。

電源の入れ方と 切り 方.................................14 ページ
液晶画面の見方と 設定.................................16 ページ
下糸と上糸の準備.........................................17 ページ
ぬっ てみまし ょ う .........................................27 ページ
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電源の入れ方と切り方

1 本体右側面から電源コードを引き出します。

＊電源コードの端には、 赤いテープが巻いてありま

す。 この印が見えたら、 電源コードをそれ以上引き

出さないでください。

2 電源プラグを家庭用電源コンセント（AC100V）
に差し込みます。

3 本体右側面の電源スイッチの右側 （|側）
を押して、 電源を入れます。

作業スペースを照らす 「手もとランプ」、 液晶画面、

スタート / ストップスイッチが、 それぞれ点

灯します。

一般家庭用電源 AC100V の電源以

外では、 絶対に使用しないでくだ
さい。 火災 ・ 感電 ・故障の原因に
なります。

以下のようなときは電源スイッチ

を切り、 電源プラグを抜いて くだ
さい。 火災 ・ 感電 ・故障の原因に
なります。
ミシンのそばを離れるとき
ミシンを使用したあと
運転中に停電したとき
接触不良、 断線などで正常に動作
しないとき

延長コードや分岐コンセントを使

用した、 たこ足配線はしないでく
ださい。 火災 ・感電の原因になり
ます。

濡れた手で電源プラグを抜き差し

しないでください。 感電の原因に
なります。

電源プラグを抜くときはまず電源

スイッチを切り、 必ずプラグの部
分を持って抜いて ください。 電源
コードを引っ張って抜くとコード
が傷つき、 火災 ・感電の原因にな
ります。

電源コードを傷つけたり、 破損し

たり、 加工したり、 無理に曲げた
り、 引っ張ったり、 ねじったり、 た
ばねたりしないでください。 また、
重い物を載せたり、 加熱したりす
ると電源コードが破損し、 火災 ・
感電の原因になります。 電源コー
ドまたは電源プラグが破損したと
きはミシンの使用をやめて、 お近
くの販売店または「ミシン 119 番」
にご連絡ください。

長期間ご使用にならないときは、

必ず電源プラグをコンセントから
抜いて ください。 火災の原因にな
ります。

電源が入ると針や送り歯が動く音がしますが、 故障では

ありません。

電源の入れ方

赤のテープ
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電源の入れ方と切り方
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ミシンを使い終わったら、 電源を切ります。 また、

ミシンを移動するときは、 必ず電源を切ってから移

動し て く ださい。

1 ミシンが止まっていることを確認します。

2 本体右側面の電源スイ ッチの左側 （○側）
を押し て、 電源を切ります。

3 電源プラグをコンセントから抜きます。

4 電源コードを少し引き出し てから、 ゆっ く
り手を離します。

電源コード が本体に収納されます。

ミシンを操作中に停電が発生し たときは、 電源スイ ッチ

を切ってから電源プラグを抜いて く ださい。 再度ミシン
を動かす場合は、 「電源の入れ方」 （P.14 ） の手順に

従って正し く 操作し て く ださい。

電源の切り 方
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液晶画面の見方と設定

電源を入れると液晶画面が点灯し、 次の画面が表示

されます。 それぞれの表示が示す意味は、 以下の通

りです。

操作中は、 模様の設定や、 まちがえて操作したとき

のエラーメッセージを液晶画面で確認し ます。

操作を間違えたときに表示されるメッセージについ

て ： 「エラーメッセージ」 （P.85 ） 参照

本ミシンは、 液晶画面の明るさの調節と表示言語の

変更が可能です。

明るさを調節する

液晶画面が見づらいときは、 以下の手順で明るさを

調節し て く ださい。

1 電源が入っている場合は、 電源を切ります。

2 模様キー を押しながら、 電源スイ ッチ
を押し て電源を入れます。

以下の画面が表示されます。

3 ぬい目の長さ調節キーを押し て明るさを調
節します。

「＋」 を押すと暗 く 、 「-」 を押すと明る く なり
ます。 設定した値は、 液晶画面に表示されます。

4 調節ができたら、 いったん電源を切ります。

次回電源を入れたときは、 調節し た明るさで液
晶画面が表示されます。

表示言語を変更する

液晶に表示される言語は、 以下の 15 言語から選択

するこ とができます。

日本語／英語／ド イツ語／フランス語／イタ リア語
／オランダ語／スペイン語／デンマーク語／ノル
ウェー語／スウェーデン語／フ ィ ンラン ド語／ポル
トガル語／その他 （アイコン表示）

表示言語を変更する手順は、 以下の通りです。

1 電源が入っている場合は、 電源を切ります。

2 模様キー を押しながら、 電源スイ ッチ
を押し て電源を入れます。

以下の画面が表示されます。

3 ぬい目の長さ調節キーを押し て言語を選択
します。

4 言語を選択したら、 いったん電源を切りま
す。

次回電源を入れたときは、 選択し た言語で液晶
画面が表示されます。

液晶画面の見方

使用する
押え

選択されてい

る模様

ぬい目の長さ

ジグザグの振り幅／
針位置

針停止位置

液晶画面の設定

暗 く

明る く
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下糸と上糸の準備

ミシンを使ってぬい始める前に、 まずは下糸と上糸

を準備し ます。

下糸を巻 く

下糸を巻 く ときは、 図のように糸をかけます。 下記

手順に従って、 正し く 糸を巻きま し ょ う。

1 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

2 上ふたを開けます。

3 ボビンのミゾと下糸巻き軸バネの突起の位
置を合わせて、 ボビンを軸に差し込みます。

カチッ と音がするまで差し 込んでく ださい。

4 軸にセッ ト したボビンを矢印の方向に、 カ
チッと音がするまで押します。

スタート / スト ッ プスイ ッ チがオレ ンジ色

に点灯し ます。

5 糸たて棒に差し込んである糸こま押えを抜
きます。

6 下糸用の糸こまを糸たて棒に差します。

糸こ まを横にし て、 下側から手前に糸が出る向
きにし て差し ます。

＊ 正しい向きにセッ ト し ないと、 糸たて棒に糸がから

まる こ とがあります。

本体上の点線は、 下糸を巻 く ときの糸通しの手順を示し

ています。 そちらもあわせて見て く ださい。

下糸を準備する

ミゾ

下糸巻き軸バネ

付属のボビンは、 本機純正品で
す。 厚みの違う従来品を使用す
る と、 ミ シ ンが正し く 動作し ま
せん。 必ず付属品、 または別売
りの純正ボビンを使用し て く だ
さい。 純正以外のボビンを使用
す る と、 ケガ ・ 故障の原因にな
ります。

本機純正品
（実物大）

純正以外

糸たて棒

糸こま押え
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7 糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。

糸こ ま押えは少し ふく らんでいる面を左側にし
て、 下図のように右いっ ぱいまで差し 込みま
す。

＊ 綾巻き （チーズ巻き） の糸こまを使用するとき ：

糸こま押え （小） を使用し、 糸こ まから少し離し て
セッ ト し ます。

8 糸こま付近の糸を図のように右手で押さえ
ながら左手で糸を引き出し、 糸案内カバー
の後ろ側から手前に糸をかけます。

9 糸案内板の右側から下に通し て糸をかけま
す。

0 下糸巻き案内の突起に図のように下から糸
をかけてから、 皿のミゾに左回りに糸をか
け、 し っかり奥まで入れます。

糸こ まの向きがまちがっ てい

た り、 糸 こ ま 押 え が 正 し く
セッ トされていなかったりす
ると、 糸たて棒に糸がからま
り、 故障の原因になります。

付属の糸こ ま押え （大／中／

小） は糸こ まの大きさに合わ
せて使い分けて く ださい （購
入時は、 糸こ ま押え （中） が
セッ トされています）。糸こま
よ り小さい糸こ ま押えを使用
すると、 糸こ まの切り欠きな
どに糸が引っかかり、 故障の
原因になります。

糸こま

糸こま押え ( 小 )

すき間

糸案内カバー

糸案内板

皿

下糸巻き案内

奥まで入れる
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下糸と上糸の準備
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q 糸を左手で押さえながら、 引き出した糸を
右手でボビンに時計回りに 5 ～ 6 回巻き付
けます。

w 糸の端をボビン受け座のガイ ドミゾに引っ
かけて、 右に引き糸を切ります。

e スピードコントロールレバーを右 （はや く ）
に動かします。

r  スタート／スト ップスイ ッチを１回押
し て、 下糸巻きを開始します。

g ボビンの回転がゆっ く りになったら、 ス
タート／スト ップスイ ッチを１回押し て、
ミシンをスト ップさせます。

y 巻き終わりの糸を、 はさみで切ります。

u 下糸巻き軸を左に戻し、 ボビンを軸から外
します。

i 下糸用の糸を糸たて棒から外し、 上ふたを
閉めます。

＊ 下糸を巻いたあとにミシンをスタートさせたりプー

リーを回すと、 「ガチャ」 という音がするこ とがあ
りますが、 故障ではあり ません。

o スピードコントロールレバーを左側 （ゆっ
く り） へ戻します。

必ず正し い方法で糸を切っ て く
ださい。 ガイ ド ミゾのカ ッ ター
で糸を切 ら ず に下糸を巻 く と、
糸量が少な く なっ たときにボビ
ンに糸がから ま り、 針が折れた
り、 曲がっ た り するおそれがあ
ります。

ガイ ドミゾ （カッター付き）

ボビンの回転がゆっ く り にな っ
たら、 必ずミ シ ンを止めて く だ
さい。 ミ シ ンを動かし たま まに
し てお く と、 故障の原因にな り
ます。

下糸巻き軸が右側に押されたままだと、 針が動きません

( 縫製できません）。
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ボビン受け座の下に糸がからま っ て しま ったら

糸が下糸巻き案内の皿のミゾにし っかり奥まで入っ
ていない状態で下糸を巻 く と、 ボビン受け座の下に
糸が巻かれて し まうこ とがあります。 （P.18）
そうなった場合は、 以下の手順に従ってボビン受け
座の下に巻かれた糸をほどいて く ださい。

1 ボビン受け座の下に下糸がからまり始めた

ら、 ( スタート / スト ップスイ ッチ ) を

押し て、 下糸巻きをスト ップします。

フッ ト コント ローラーが接続されている場合
は、 フッ ト コント ローラーから足を離し ます。

2 下糸巻き案内側で、 はさみで糸を切ります。

3 下糸巻き軸を左へ戻し、 ボビンを軸から外
します。

4 図のように左手で糸端を持ち、 右手でボビ
ン近 く の糸をゆっ く りと時計回りに回し て、
からまった糸をほどきます。

5 下糸巻きをやり直します。

ボビン受け座の下に糸が巻かれて
も、 ボビン受け座は外さないで く
ださい。 受け座のカ ッ ターでけが
をする恐れがあります。

糸巻き押えのネジは外さないで く

ださい。 ミ シ ン故障の原因とな り
ます。 ネジ を外し ても、 から ま っ
た糸をほど く こ とはできません。

ボビン受け座
糸

糸巻き押えのネジ

スタート / ストップスイッチ

糸が下糸巻き案内の皿のミゾにし っかり奥まで
入っている こ とを確認し て く ださい。 （P.18）

下糸巻き案内
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下糸をセッ ト する

1 針板ふたの右側にあるつまみを右に動かし
て、 針板ふたを開きます。

2 針板ふたを取り外します。

3 右手でボビンを落とさないようにし っかり
と持ち、 左手で巻き終わりの糸を持ちます。

4 糸が左巻きになるようにし て、 右手でボビ
ンを釜に入れ、 左手で巻き終わりの糸を図
のようにし っかりツメに引っかけた後、 ミ
ゾにそって糸を軽 く 引っ張ります。

＊ 糸の方向に注意し て く ださい。

5 図のように、 右手でボビンを軽 く 押さえな
がら、 ミゾにそって糸を通します。 ( ① ② )
このとき、 ボビンが左回りに軽 く 回ること
を確認し て く ださい。 そのあと、 手前に引
きカッターで糸を切ります。 ( ③ )

下糸は正し く 巻かれたものをご使
用 く ださい。 下糸の巻き方が悪い
と、 針折れや糸調子不良の原因に
なります。

付属のボビンは、 本機純正品です。

厚みの違う従来品を使用す る と、
ミ シ ンが正し く 動作し ません。 必
ず付属品、 または別売りの純正ボ
ビンを使用し て く ださい。 純正以
外のボビ ンを使用す る と、 ケガ ・
故障の原因になります。

下糸をセ ッ ト する ときや交換する と
きは、必ず電源スイ ッチを切ってから
行って く ださい。 万一、 スタート／ス
ト ップスイ ッチまたは、他のスイ ッチ
が押されると、ミシンが作動し てケガ
の原因となります。

本機純正品
（実物大）

純正以外

針板ふた つまみ

糸が確実に内釜の板バネの間に入っているこ とを

確認し て く ださい。 入っていない場合は、 もう一
度糸をかけ直し て く ださい。

ミゾ

カッター

（カッターで糸を
切ります。）

板バネ
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6 針板ふたをもとに戻します。

針板ふたの左下の部分を本体に差し 込んでか
ら、 右側を上から押し ます。

次に上糸を通し ます。 「上糸を準備する」 （P.22 ）
に進みます。

＊ 下糸は引き出さずに、 このままぬい始めるこ とがで

きます。 下糸を引き出し てからぬう場合は、 「下糸
を引き出し てぬう場合」 （P.26 ） を参照し て く ださ

い。

上糸は、 図のようにセッ ト し ます。 下記手順に従っ

て、 正し く セッ ト し ま し ょ う。

1 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

2 押えレバーを上げて、 押えを上げます。

3 針上下スイ ッチを１回または２回押し て、
針を上げます。

＊ 針が正し く 上がっていないと、 上糸を通すこ とがで

きません。 プーリーを確認し て、 プーリーのし る し

が上側になっていない場合は、 針上下スイ ッチを押
し て針を上げてから、 以降の操作をし て く ださい。

必ず指でボビンを押さえながら、
正 し い方向か ら 糸が出 る よ う に
セッ ト し て く ださい。 ボビンを逆
の方向にセッ トすると、 針折れや
糸調子不良の原因になります。

2

1

上糸を準備する

上糸通しは、指示に従って正し く 行っ
て く ださい。糸が正し く 通されていな
い場合、 糸がからんで針が折れたり、
曲がったりするおそれがあります。

本体上の実線 （ー） は、 上糸を通す手順を示し ていま

す。 そちらもあわせて見て く ださい。

押えが下がっていると、 上糸を通すこ とができま

せん。

プーリーのし る し
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4 上ふたを開けます。

5 糸たて棒に差し込んである糸こま押えを抜
きます。

6 上糸用の糸こまを糸たて棒に差します。

糸こ まを横にし て、 下側から手前に糸が出る向
きにし て差し ます。

7 糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。

糸こ ま押えは少し ふく らんでいる面を左側にし
て、 下図のように右いっ ぱいまで差し 込みま
す。

＊ 綾巻き （チーズ巻き） の糸こまを使用するとき ：
糸こ ま押え （小） を使用し、 糸こまから少し離し て

セッ ト し ます。

＊ 腰が強い糸を使うとき ：

ナイロン透明糸やメタ リ ック糸などの腰が強い糸を

使用する場合は、 糸こまに付属の糸こまネッ トを付
けてから糸たて棒にセッ ト し ます。 ネッ トが長い場

合は、 糸こまの大きさに合わせて折って使用し ま
す。

糸こ まの向きがまちがっ ていた
り、 糸こ ま押えが正し く セ ッ ト
されていなかっ た り する と、 糸
たて棒に糸がから ま り、 故障の
原因になります。

糸たて棒

糸こま押え

付属の糸こま押え （大／中／小）
は糸こ まの大きさに合わせて使
い分けて く ださい （購入時は、 糸
こ ま押え （中） がセ ッ ト されて
います）。 糸こまより小さい糸こ
ま押えを使用する と、 糸こ まの
切 り 欠 き な ど に 糸が引 っ かか
り、 故障の原因になります。

糸こま

糸こま押え （小）

すき間

糸こまネッ ト 糸こま

糸こま押え

糸たて棒
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8 糸を図のように右手で軽 く 押さえながら、
左手で糸を引き出し、 糸案内カバーの奥か
ら手前に糸をかけます。

9 糸案内板の右側から下に糸を通し、 糸案内
板に引っかけます。

0 糸案内板に引っかけた糸を右手で軽 く 押さ
え、 ミゾにそって下図の順に糸を通します。

q 針棒糸かけに糸を通します。

図のように、 左手で糸を保持し 、 右手で糸かけ
を行うと糸がかけやすく なり ます。

w 上ふたを閉めます。

こ の後、 針に糸を通し ます。

糸案内カバー

糸案内板

シャ ッター

 このとき押えが下がっているとシャ ッターが閉

まった状態になり、 上糸を通すこ とができませ

ん。 必ず押えを上げてシャ ッターを開いてから

上糸を通し て く ださい。 上糸を外すときも、 押
えを上げてシャ ッターを開いてから行って く だ

さい。

 本機は、 天びん部分が見える窓を備えていま

す。 この窓から、 天びんに糸がかかっているか

どうかを確認できます。

針棒糸かけ
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針に糸を通す

糸通し装置は 11 ～ 16 番のミシン針を使うときに使

用できます。 それ以外の針を使う場合は、 手で針に

糸を通し ます。 針についての詳細は 「正しい針を選

ぶ」 （P.34 ） を参照し て く ださい。

1 針棒糸かけにかけた糸を左へ引き、 糸ガイ ドの
ミゾに糸をかけます ( ① )。 糸案内皿のすき間
に手前から糸をし っかり奥まで入れます ( ② )。

2 本体左側面の糸切りに糸を引っかけて切り
ます。

3 押えレバーを下げて、 押えを下げます。

4 本体左側面の糸通し レバーを 「ガチャ」 と
音がするまで下げてから、 ゆっ く り上に戻
します。

糸が針穴に通り ます。

5 糸が完全に通らず、 針穴部で輪になってし
まった場合は、 糸の輪の部分をゆっく りと
引き、 糸の端を引き出し てく ださい。

6 押えレバーを上げ、 糸の端を押えの間に通
し て後ろ側に 5 cm ほど引き出し ます。

上糸のセッ ト が完了し まし た。
こ れで下糸と上糸の準備ができまし た。

糸が引き出されてうま く 切れないときは、 押えを

下げて糸を固定し てから切ると簡単です。

その場合、 手順 3はとばし て く ださい。

糸案内皿

糸ガイ ドのミゾ

糸切り

糸が引き出せたら、 それ以上無
理に糸を引っ張らないで く ださ
い。 針が折れた り曲がっ た り す
るおそれがあります。

針が正し く 上がっていないと、 糸通し装置で糸を通すこ

とができません。 必ず針上下スイ ッチで針を上げてから
操作し て く ださい。

糸通し レバー

ガチャ ！

糸の輪

5 cm
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ギャザーやフ リーモーシ ョンキルトをぬう場合など、

あらかじめ下糸を引き出し てお く ときは、 以下の操

作を行います。

1 上糸を準備します。
「上糸を準備する」 （P.22 ） 参照

2 下糸を巻いたボビンを釜に入れます。
「下糸を巻 く 」 （P.17 ）

「下糸をセッ トする」 （P.21 ） 手順 1 ～ 5 参照

3 引き出した糸をミゾにそって通します。

＊ カッターで糸を切らないで く ださい。

4 左手で上糸を軽 く 持ち、 針上下スイ ッ
チを２回押します。

5 上糸をゆっ く りと上に引きます。

下糸が輪になっ て針穴から引き出されます。

6 下糸を 10 cm ほど引き出し、上糸とそろえて
押えの下に通します。

7 針板ふたをもとに戻します。

針板ふたの左下の部分を本体に差し 込んでか
ら、 右側を上から押し ます。

下糸を引き出し て ぬう場合

針で指をケガし ないよ うに注意
し て操作し て く ださい。

2

1
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ぬってみましょう

下糸と上糸の準備ができたら、 さっそ く ぬってみま

し ょ う。 こ こでは、 ミシンの設定を変えずに 「直線

（左）」 をぬう場合の手順と操作を説明し ます。

＊ 「直線 （左）」 以外の模様をぬう場合は、 事前に模様選択

キーで模様を選び、 その模様に合った押えを取り付けて

お く 必要があります。 詳し く は 「ソーイング編」 で説明
し ます。

「押えを交換する」 （P.44 ）

「いろいろなぬい方」 （P.46 ） 参照

1 布地をセッ トする

「布地をセッ トする」 （P.27 ） 参照

2 ぬい始めに返しぬいをする

ぬい始めの糸がほつれないようにし ます。

「返しぬいをする」 （P.29 ） 参照

3 ミシンをスタートさせる

ぬい始め位置からぬい終わり 位置までをぬいま
す。

「ミシンをスタートさせる」 （P.28 ） 参照

4 ぬい終わりに返しぬいをする

ぬい終わり の糸がほつれないようにし ます。

「返しぬいをする」 （P.29 ） 参照

5 糸を切る

「糸を切る」 （P.30 ） 参照

1 電源が入っていない場合は、 電源を入れま
す。

2 針上下スイ ッチを １回または２回押
し、 針を上げます。

3 押えの下に布地を置きます。

4 左手で上糸と布地を押さえながら、 右手で
プーリーを手前に回して布地に針を刺します。

5 押えレバーを下げます。

布地がセッ ト できまし た。

ミ シ ン操作中は、 針の動きに十分

ご注意 く ださい。 また、 針、 プー
リ ーなど、 動いているすべての部
品に手を近づけない で く ださい。
ケガの原因になります。

縫製中は布地を無理に引っ張った

り、 押したり しないで く ださい。 ケ
ガ ・ 針折れの原因になります。

曲がった針は絶対に使用しないで く

ださい。 針折れの原因になります。

ぬう際には、 まち針などが針に当

た ら な い よ う に 注意 し て く だ さ
い。 針が折れた り、 曲がっ た り す
るおそれがあります。

直線ぬいの基本手順

･ 布地をセッ トするときは、 布地の表 ・ 裏や、 ぬ

う順番に注意し ま し ょ う。
･ ぬいし ろが右側になるように布を置 く と、 ぬう

ときに布地がじゃまになりません。

返しぬいをする場合は、 その分だけ手前の位置に
針を刺し ます。

布地をセッ ト する



ぬってみましょう

28

ミシンをスタートさせるには、 指で操作する方法と、

付属のフ ッ トコントローラーを使って足で操作する

方法があります。

＊ こ こでは、 「直線 （左）」 をぬいます。 液晶画面が下図の

状態になっているか確認し て く ださい。 なっていない場
合は、 一度電源を切ってから再度電源を入れると、 下図

の状態になります。

指で操作する場合

  スタート／スト ップスイ ッチで操作し ます。

手順は以下の通りです。

1 スピードコントロールレバーを左右に動か
し て、 速度を調節します。

左にすると遅く 、 右にすると 速く なり ます。

2  スタート／スト ップスイ ッチを押し
て、 ぬい始めます。

＊ スタート直後とスタート／スト ップスイ ッチを押し
続けている間は、 ゆっ く り進みます。

3 ぬい終わりまで進んだら、 もう一度  
スタート／スト ップスイ ッチを押し てミシ
ンを止めます。

＊ ミシンを止めたとき、 針は下がった （布地にささっ

た） 状態になります。 ミシンを止めたときに針が上
になるように設定を変更するこ ともできます。 「針

停止位置の設定を変更する」 （P.69 ） 参照

足で操作する場合

付属のフ ッ トコントローラーを使って、 足で操作し

ます。

＊ 必ず付属のフ ッ ト コン トローラーをご使用 く ださい。 買

い換える場合は、 付属のフ ッ ト コン トローラーと同じ <
型式 ： MODEL P>( モデル名 ： FC31091） をお買い求め

く ださい。

1 電源を切ります。

フッ ト コント ローラーを接続するときに、 あや
まっ てミシンが動作し ないよう、 必ず電源を
切っ ておきます。

2 本体右側面のフッ トコントローラージャッ
クに、 フッ トコントローラーのプラグを差
し込みます。

3 フッ トコントローラーを足元に設置します。

4 電源を入れます。

5 スピードコントロールレバーを左右に動か
し て、 ぬう速度を調節します。

左にすると遅く 、 右にすると速く なり ます。

＊ スピード コン トロールレバーで設定した速度が、
フ ッ ト コン トローラーで操作し たときの 高速度に

なり ます。

ミ シンをスタート させる

選択されて

いる模様
「直線 （左）」

フ ッ ト コン トローラージャ ックにフ ッ ト コン トローラー
のプラグが差し込まれていると、 操作スイ ッチのスター

ト／スト ップスイ ッチは使用できません。

フ ッ ト コン トローラージャ ック

型式 ： MODEL P
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6 ぬう準備ができたら、 フッ トコントロー
ラーをゆっ く り踏み込んで、 ぬい始めます。

深く 踏み込むと速く 、 浅く 踏むと遅く 進みま
す。 強く 踏むとミシンが速く 進んでし まうので
注意し てく ださい。

7 ぬい終わりまで進んだら、 フッ トコント
ローラーを踏むのをやめて、 ミシンを止め
ます。

＊ ミシンを止めたとき、 針は下がった （布地にささっ

た） 状態になります。 ミシンを止めたときに針が上
になるように設定を変更するこ ともできます。 「針

停止位置の設定を変更する」 （P.69 ） 参照

8 フッ トコントローラーを片付けるときは、
必ず電源を切ってからフッ トコントロー
ラーを本体から外します。

他のぬい目と重ならないと ころや、 あき止まりなど

の直線ぬいをぬうときに、 糸の端がほつれないよう

にぬい始めとぬい終わりに返しぬいをし ます。

＊ ぬい始めとぬい終わりが重なる場合 ：

筒ものなどぬい目が 1 周するものの場合は、 返しぬいを

し ないで、 ぬい終わりのぬい目をぬい始めのぬい目に 3
～ 5 針重ねてぬいます。

1 ぬい始めの位置から返しぬいする分 （3 ～ 5
針分） 手前に針を刺します。

2 押えレバーを下げて押えを下げます。

フ ッ ト コン ト ローラーに糸 く ずや

ほこ り などがたまらないよ うに し
て く ださい。 火災 ・ 感電の原因に
なります。

フ ッ ト コン ト ローラーの上に物を

置かないで く ださい。 ケガ ・ 故障
の原因になります。

長期間ご使用に な ら ない と きは、

フ ッ ト コン ト ローラーのプラグを
ジ ャ ッ クから抜いて く ださい。 火
災 ・ 感電の原因になります。

遅い

速い

返し ぬいをする

ぬい始めに

返しぬいをする

ぬい終わりに

返しぬいをする

ぬい始め位置
からぬい始める

ぬい終わり位置

までぬう

ぬい始め ぬい終わり
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3 返しぬいスイ ッチを押し て返しぬいを
します。

4 3 ～ 5 針ほどぬったら、 返しぬいスイ ッチか
ら手を離し てミシンを止めます。

5 スタート／スト ップスイ ッチを押すか、
またはフッ トコントローラーを踏んで、 ぬ
い始めます。

6 ぬい終わり位置までぬったら、 返しぬ
いスイ ッチを押し て返しぬいをします。

7 3～5針ほどぬったら、  返しぬいスイ ッ
チから手を離し て、 ミシンを止めます。

ぬい終わったら糸を切ります。 糸を切る方法は、 糸

切りスイ ッチを使う方法と、 本体左側面の糸切りを

使う方法の 2 つがあります。 30 番より太い糸や、 ナ

イロン糸、 メタリ ック糸などの特殊な糸を使用し て

いるときは、 本体左側面の糸切りを使って糸を切り

ます。

糸切りスイ ッチを使う場合

1 ぬい終わった位置で、 糸切りスイ ッチ
を １回押し て、 糸を切ります。

糸が切れ、 針が自動的に上がり ます。

2 押えレバーを上げて、 布地を取り出します。

3 布の表面 ・ 裏面に残った余分な糸をはさみ
で切ります。

返しぬいスイ ッチを押し ている間は、 後ろに向
かって針が進みます。

 直線 ・ ジグザグ以外の模様を選択した場合は、 返し

ぬいスイ ッチを押し ている間、 返しぬいではな く
「止めぬい」 をし ます。 止めぬいは、 その場で 3 ～ 5

針重ねぬいをし て糸のほつれを防ぎます。

 ぬい始めとぬい終わりに自動で返しぬい ・ 止めぬい

をするようにミシンを設定する こ とができます。
「自動で止めぬい / 返しぬいをする」 （P.68 ） 参照

３点ジグザグ

糸 を 切 っ た あ と は、 糸 切 り ス
イ ッチを く り返し押さないで く
ださい。 針折れや糸がらみ、 故
障などの原因になります。

 布地が押えの下にセッ トされていないときや、

ミシンが動いているときは、 糸切りスイ ッチを
押さないで く ださい。 故障の原因になります。

 ぬい終わったときに自動的に糸を切るように設

定する こ とができます。
「自動で糸を切る」 （P.68 ） 参照

糸を切る
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ぬってみましょう
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糸切りを使う場合

1 ぬい終わってミシンを止めたら、  針上
下スイ ッチを １回押し て、 針を上げます。

2 押えレバーを上げます。

3 布地を左に引き、 本体左側面の糸切りに上
糸と下糸を引っかけて切ります。

4 布の表面 ・ 裏面に残った余分な糸をはさみ
で切ります。

糸切り
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美しい仕上がりのために
作品の仕上がりを高めるには、 使用する布や糸によって針を使い分けた
り、 ぬい目を調節したりすることが重要です。
この章では、 美しい仕上がりに不可欠なミシンソ－イングの基本テク
ニックを説明します。

針の選択と交換.............................................34 ページ
押え圧の調節とぬい目の調節.....................36 ページ
上手にぬうコツ.............................................39 ページ
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針の選択と交換

ミシンソーイングで美しい仕上がりを実現するには、

正しい針を使うこ とが必須です。 針について し っか

り と理解し て、 あなたの作品の仕上がりを高めま

し ょ う。

針の種類と使い分け

ミシン針は、 布地や糸の太さによって使い分けます。

次の表に従って、 目的に合った糸と針を選んで く だ

さい。

正し い針の見分け方

針を使用する前に、 針が曲がっていないか確認し ま

す。

良い針

平らな板に針の平らな面を合わせると、 針と板のす

き間が平行になり ます。

悪い針

平らな板に針の平らな面を合わせてすき間が平行で

ない場合は、 針が曲がっています。 その針は使用し

ないで く ださい。

布地の特徴 ・ 種類
ミシン糸

針の種類
種類 太さ

普通地

ブロード 綿糸
60 ～ 90 

11 ～ 14
タフタ 合繊糸

フラノ
ギャバシン

絹糸 50

薄地

ローン 綿糸
60 ～ 90

9 ～ 11ジ ョ ーゼッ ト 合繊糸

ポーラ 絹糸 50

厚地

デニム 綿糸
30 16

50

14 ～ 16コーデュロイ 合繊糸
50 ～ 60

ツ ィ ード 絹糸

のびる布地
ジャージ

ニッ ト用糸 50 ～ 60
HG 針

ニッ ト用
#11 ～ 14ト リコッ ト

ほつれやすい布地

綿糸
50 ～ 90

9 ～ 14合繊糸

絹糸 50

ステッチ糸の場合
合繊糸 ・

絹糸

30 16

50 ～ 60 11 ～ 14

･ 糸は数字が小さいほど太 く 、 針は数字が大きいほど太

く なり ます。

･ HG 針ニッ ト用は伸縮性のある布地や目がとびやすい布

地に使用し ます。

ナイロン透明糸を使う ときは、 布地にかかわらず 14 ～

16 番の針を使用し て く ださい。

正し い針を選ぶ

布地と糸と針の組み合わせは、 「針

の種類と使い分け」 に従っ て く だ
さい。 組み合わせが適切でない場
合 （特に厚い布地 （デニム等） を
細い針 （9 ～ 11 番） でぬったと
き）、 針が折れたり、 曲がったりす
るおそれがあり ます。 また、 ぬい
目がふぞろいにな り、 ぬい じ わや
目とびの原因にもなります。

針は必ず家庭用ミシン針（HA × 1）

をご使用 く ださい。 その他の針を
使用する と針折れや故障の原因に
なります。

20 番以下の太い糸を使用しないで

く ださい。 故障の原因となり ます。

平らな面

針の種類が刻印

されています

平らな板

平らな板



35

針の選択と交換

美
し

い
仕

上

が
り

の
た

め

に

針の交換

針が曲がったときや、 ミシンに取り付けられている

針が布に対し て適切でないときは、 針を交換し ます。

「正しい針の見分け方」 で確認したまっす ぐ な針と、

付属のド ライバーを用意し て く ださい。

1 針上下スイ ッチを１回または２回押
し、 針を上げます。

2 電源を切ります。

3 押えレバーを下げて、 押えを下げます。

4 左手で針を持ちながら、 右手でドライバー
を手前に回し て針の止めネジをゆるめ、 針
を抜きます。

5 新しい針の平らな面を向こう側に向けて、
奥 （スト ッパー） につきあたるまで差し込
みます。

6 針を左手で押さえたまま、 ドライバーを向
こう側に回し て止めネジをしめます。

曲がっ た針は絶対に使用 し ないで く
ださい。 針折れの原因になります。

針は消耗品です。 長 く 使用し ていると先端がつぶれてき
ます。 先端がつぶれた針を使用し ていると、 思いどおり

の仕上がりにならないこ とがあり ます。 針はこまめに点
検し、 新品に取り替えま し ょ う。

必ず電源を切っ て く ださい。 万
一スイ ッ チが押される と、 ミ シ
ンが作動し てケガの原因にな り
ます。

針を交換する前に、 押えの下に布や紙を置いて、 針

が針板の穴から下へ落ちないよう にし てく ださい。

止めネジをゆるめたり しめたりするときに、 無理
な力を加えないように し て く ださい。 故障の原因

になります。

針は必ず奥まで差し込み、 止め
ネジを付属の ド ラ イバーで確実
に し めて く ださい。 差し込みが
不十分だっ た り、 ネジの し め方
がゆるいと、 針折れや故障の原
因になります。

ド ライバー
止めネジ

スト ッパー
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押え圧の調節とぬい目の調節

伸びる布地や薄地 ・ 厚地をぬうときなど、 押え圧
（押えが布地を押さえる強さ） を調節すると、 きれい
に仕上がります。

1 押えレバーを下げて、 押えを下げます。

2 本体背面の押え圧ダイヤルを回し て押え圧
を調節します。

押え圧は 1 ～ 4 の 4 段階で調節し ます。 数字が
小さいほど弱 く 、 大きいほど強 く なり ます。

3 ぬい終わったら、 ダイヤルを 3 （標準） に戻
します。

ミシンを使ったソーイングでは、 上糸と下糸の強さ
のバランス （糸調子） が仕上がりを左右し ます。

思い通りの糸調子にならないときや、 特殊な糸や素
材を使う場合などは、 上ふた内の糸調子ダイヤルを
使って上糸の調子を調節し、 下糸とのバランスをと
ります。

正しい糸調子

上糸と下糸が布の中央でまじ わり ます。 布地の
表には上糸、 裏には下糸だけが見える状態です。

上糸調子が強いとき

上糸調子が強すぎると、 布地の表に下糸が見えます。

こんなときは、 糸調子ダイヤルを左に回し、 上糸調

子を弱 く し ます。

上糸調子が弱いとき

上糸調子が弱すぎると、 布地の裏に上糸が見えます。

押え圧の調節

糸調子を調節する

表

裏

下糸上糸

下糸が正し く セッ トされていないと、 上糸が強 く

なるこ とがあり ます。 上糸が強いときは、 下糸の
セッ トを再度行って く ださい。 詳し く は 「下糸を

セッ トする」 （P.21 ） を参照し て く ださい。

ぬい終わったとき、 針板ふたを外し て糸が下図の

ように見えるこ とを確認し て く ださい。 糸が下図
のようにならないときは、 内釜の板バネの間に下

糸が入っていません。 下糸を正し く 入れなおし て
く ださい。 (P.21)

上糸が正し く セッ トされていないと、 上糸が弱 く
なるこ とがあり ます。 上糸が弱いときは、 上糸の

セッ トを再度行って く ださい。 詳し く は 「上糸を
準備する」 （P.22 ） を参照し て く ださい。

裏

表

上糸
下糸

表から下糸

が見える
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こんなときは、 糸調子ダイヤルを右に回し、 上糸調
子を強 く し ます。

ぬい目の長さ （1 針で進む長さ） と振り幅 （ジグザ

グの振り幅） を調節し ます。 通常は、 選択した模様

に応じ て自動的に 適な長さと振り幅が設定され、

液晶画面に表示されます。

こ こで調節したぬい目の長さと振り幅 / 針位置は、

ポケッ トキーに保存するこ とができます。

「よ く 使う模様設定を保存する」 （P.69 ） 参照

ぬい目の長さを調節する

ぬい目の長さ調節キーを押し てぬい目の長さを調節

し ます。

「+」 を押すと長 く 、 「-」 を押すと短 く なります。 設

定した値は、 液晶画面に表示されます。

＊ 模様に応じた 適な値に自動設定するときは、 もう一度

模様を選択し なおし ます。

＊ 設定可能な範囲 ： 「模様別設定値」 （P.38 ） 参照

ぬい目の振り 幅を調節する

ジグザグの振り幅調節キーを押し て、 ジグザグ模様

などのぬい目の振り幅を調節し ます。

「+」 を押すと広 く 、 「-」 を押すと狭 く なります。

設定した値は、 液晶画面に表示されます。

＊ 模様に応じた 適な値に自動設定するときは、 もう一度
模様を選択し なおし ます。

＊ 設定可能な範囲 ： 「模様別設定値」 （P.38 ） 参照

＊ 直線模様を選択し た場合は、 ジグザグの振り幅調節キー

を押すこ とで、 直線の針位置が調節できます。

「針位置を調節する」 （P.37 ） 参照

針位置を調節する

直線模様 （「直線 （左）」、 「直線 （中）」、 「三重ぬい」

など） の場合は、 ジグザグの振り幅調節キーを押す

ことで針の位置が調節できます。

「+」 を押すと右よりに、 「-」 を押すと左よりになり

ます。 設定した値は、 液晶画面に表示されます。

＊ 自動設定の針位置に戻すときは、 もう一度模様を選択し
なおし ます。

＊ 設定可能な範囲 ： 「模様別設定値」 （P.38 ） 参照

糸調子ダイヤルを極端に弱 く 設定すると、 ミシンが
途中で停止する場合があり ますが故障ではあり ませ

ん。 正しい糸調子に合わせてぬい直し て く ださい。

裏

表

上糸

下糸

裏から上糸
が見える

ぬい目の長さと振り 幅／針位置を調節する

使用する
押え

選択されてい

る模様

ぬい目の長さ

ジグザグの振り幅／

針位置

針停止位置

ぬい目が詰まる場合は、ぬい目を長 く
し て く ださい。ぬい目が詰まった状態
でぬい続ける と、 針が折れた り、 曲
がったりするおそれがあります。

振り幅を調節 し た ときはプー リ ーを
ゆっ く り と手前に回し、針が押えに当
たらないこ とを確認し て く ださい。針
が折れたり、曲がったりするおそれが
あります。
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模様別設定値

模様によって設定できるぬい目の長さと幅が異なります。 模様を選択した直後 （調節キーで調節し ていない状

態） は、 「自動」 の値になります。 単位は mm です。

＊ 模様の右下に記されている 「Q」 は、 その模様がキルト用である こ とを示し ます。

名称 模様

ぬい目の長さ 振り 幅／針位置

押え 名称 模様

ぬい目の長さ 振り 幅／針位置

押え
自動

設定
可能な範囲

自動
設定

可能な範囲
自動

設定
可能な範囲

自動
設定

可能な範囲

直線

左

2.5 0.2 ～ 5.0

0.0 0.0 ～ 7.0

J

飾り ぬい

2.5 1.0 ～ 4.0 4.0 0.0 ～ 7.0 J

中 3.5 0.0 ～ 7.0 3.0 1.5 ～ 4.0 6.0 1.5 ～ 7.0

N

伸縮ぬい 2.5 1.0 ～ 4.0 1.0 1.0 ～ 3.0 J 2.5 1.6 ～ 4.0 3.5 1.5 ～ 7.0

ジ グザグ 1.4 0.0 ～ 4.0 3.5 0.0 ～ 7.0 J

アップリケ
キルト

左

1.2 1.0 ～ 4.0 1.5 0.5 ～ 5.0 J

たち目
かがり

2.0

1.0 ～ 4.0

3.5

2.5 ～ 5.0 G

右

2.5 5.0
キルト

ジ グザグ
1.4 0.0 ～ 4.0 3.5 0.0 ～ 7.0 J

2.5 0.5 ～ 4.0 5.0 0.0 ～ 7.0 J
手ぬい風

キルト
2.5 1.0 ～ 4.0 0.0 0.0 ～ 7.0 J

まつり ぬい 2.0 1.0 ～ 3.5 0.0
＋ 3.0

～－ 3.0
R

ダーニング 2.0 0.4 ～ 2.5 7.0 2.5 ～ 7.0 A

かんどめ 0.4 0.3 ～ 1.0 2.0 1.0 ～ 3.0 A

３点ジグザグ 1.0 0.2 ～ 4.0 5.0 1.5 ～ 7.0 J

ボタン
穴かがり

0.4 0.2 ～ 1.0 5.0 3.0 ～ 5.0

A

三重ぬい 2.5 1.5 ～ 4.0 0.0 0.0 ～ 7.0 J

アッ プリ ケ 2.5 1.6 ～ 4.0 3.5 2.5 ～ 7.0 J 0.5 0.3 ～ 1.0 7.0 3.0. ～ 7.0

フ ァ ゴ
ティ ング

2.5 1.0 ～ 4.0 5.0 0.0 ～ 7.0 J 1.0 0.5 ～ 2.0 6.0 3.0 ～ 6.0

スモッキング 1.6 1.0 ～ 4.0 5.0 0.0 ～ 7.0 J 1.5 1.0 ～ 3.0 6.0 3.0 ～ 6.0

サテン
スカラッ プ

0.5 0.1 ～ 1.0 5.0 2.5 ～ 7.0 N 0.5 0.3 ～ 1.0 7.0 3.0. ～ 7.0
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上手にぬうコツ

こ こでは、 ミシンソーイングを成功させるための基

本テクニックを説明し ます。 ミシン初心者の方はぜ

ひお読み く ださい。 熟練者の方は必要に応じ てお読

み く ださい。

本ミシンは、 布地に合った糸や針を使っていれば、

模様を選択したときに、 自動的に最適なぬい目の長

さ ・ 幅が設定されるようになっています。

しかし、 布の種類やぬい方によっては必ずしも思い

通りにぬえないこ とがあるので、 試しぬいをするよ

うにし ま し ょ う。

試しぬいは、 実際に使用する布地のはぎれと糸を使

用し て、 糸調子やぬい目の長さ ・ 幅 ・ 針位置を確認

し ます。 ぬい方や布を何枚重ねてぬうかによっても

結果は異なるので、 実際の場合と同じ状態で試しぬ

いをし ます。

1 方向を変えたいところまでぬったら、 ミシ
ンを止めます。

このとき、 針は下がった （布地に刺さった） 状
態にし ておきます。 針が上がっている場合は、  

針上下スイ ッチを押し て下げます。

2 押えレバーを上げ、 針を基点に布を回転さ
せます。

3 押えレバーを下げ、 続きをぬいます。

左手で布地の向こう側 （ぬい終わった方） を少し

引っ張り、 方向を変えながらぬい進めます。 「ぬいし

ろの幅をそろえる」 （P.41 ） を参考にし て、 ぬいし

ろと平行になるようにゆっ く り とぬいます。

ジグザグ模様をぬうときは、 ぬい目の長さを短めに

するときれいに仕上がります。

「ぬい目の長さと振り幅／針位置を調節する」 （P.37 ）

参照

試しぬいをする

ぬう方向を変える

カーブをぬう
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押えの下に布地が入らないとき

押えレバーをさらに上げて く ださい。 押えがもう一

段階上がります。

ぬい始めに段差があっ て 布地が送られないとき

1 押えレバーをいったん上げます。

2 ぬい始めの位置を合わせて、 布地をおきま
す。

3 ジグザグ押え <J> の左側の黒いボタンを押
しながら、 押えレバーを下げます。

4 ボタンから手を離します。

押えが水平になり、 布地が送られるようになり
ます。

＊ ぬい進めると、 押えはもとに戻り ます。

薄い布地の場合、 ぬい目がつれたり、 布がうま く 送

られないこ とがあります。

その場合は、 布地の下にハトロン紙などの薄い紙を

敷いて、 布地と一緒にぬいます。 ぬい終わったら、

紙をやぶって取り除きます。

あらかじめしつけをし て、 布地を引っ張らないよう

にぬいます。

また、 伸びる布地をぬうときは押えの圧力を弱 く す

ると、 きれいに仕上がります。

「押え圧の調節」 （P.36 ） 参照

厚い布地をぬう

6 mm 以上の厚物をぬったり、 無理に
布地を押し こんだりすると、針が折れ
たり、曲がったりするおそれがありま
す。

薄い布地をぬう

ハトロン紙など

伸びる布地をぬう

しつけ
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上手にぬうコツ
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上
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め

に

ぬいし ろと平行にまっす ぐぬうときは、 ぬいし ろの

端が右側になるようにぬい始め、 押えの右端または

針板の目盛りを基準にぬいます。

押えを基準にする場合

押えの右端を参考にし てぬいます。

針板の目盛りを基準にする場合

針板は、 「直線 （左）」 のぬい目の基点から 15 mm 離

れています。 針板に刻まれている目盛りを参考にし

てぬいます。 上側の目盛りは 1/8 インチ （約 3 mm）

単位、 下側の目盛りは 5 mm 単位になっています。

ぬいし ろの幅をそろえる

押え

ぬい目

押え

ぬい目

針板

インチ目盛り

cm 目盛り

15 mm
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実践的なソーイング
本章では、 実践的なソーイングに必要な操作や機能を説明します。

押えを交換する .............................................44 ページ
いろいろなぬい方.........................................46 ページ
便利な機能を使う .........................................67 ページ
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押えを交換する

押えとは、 布が浮かないように押さえる部品のこ と

をいいます。 「いろいろなぬい方」 （P.46 ） に従っ

て、 ぬう模様に応じ て押えを交換し て使い分けて く

ださい。

1  針上下スイ ッ チを１ 回または２ 回押
し 、 針を上げます。

2 電源を切ります。

3 押えレバーを上げます。

4 押えホルダーの後ろ側の黒いボタンを押し
て、 押えを外し ます。

5 新たに取り 付ける押えのピン部分と、 押え
ホルダーのミゾの位置を合わせて、 押えを
置きます。

押えに記されている A・ G・ I・ J・ N・ R の押え
記号が読める向きに置きます。

6 押えレバーをゆっく り下げて、 押えホル
ダーのミゾを押えのピンにはめます。

7 押えレバーを上げて、 押えが取り付けられ
ていることを確認し ます。

模様に適し た押えを使用し て く だ

さい。 誤った押えを使用すると、 針
が押えに当たったり、 折れたり、 曲
がったりするおそれがあります。

必ず本機純正の押えをご使用 く だ

さい。 純正以外の押えを使用する
とケガ ・ 故障の原因になります。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

押えの取り外し と取り付け
押えホルダー

黒いボタン

J

押えホルダー

ピン

ミゾ

押え記号
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押えホルダーの取り 外し

お手入れをするときや別売のキルト押えなどを取り

付けるときは、 押えホルダーを外し ます。

1 押えを外し ます。
「押えを交換する」 （P.44 ） を参照し て く ださい。

2 付属のド ライ バーを使って、 押えホルダー
のネジを向こう側に回し てゆるめます。

3 押えホルダーを下に引いて外し ます。

押えホルダーの取り 付け

1 押えホルダーを押え棒の左側と下側に合わ
せてはめこみます。

2 押えホルダーを右手で押さえ、 左手でド ラ
イ バーを使って押えホルダーのネジを手前
に回し てネジをし めます。

押えホルダーの取り外し と取り付け

ド ライバー

押えホルダーが正し く 取り付けられていないと、 正しい
糸調子にならないこ とがあります。

ド ライバー
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いろいろなぬい方

こ こでは、 本ミシンに内蔵されている 30 種類の模

様を使ったいろいろなぬい方を説明し ます。 模様は

目的に応じ て使い分けます。 ぬい方の詳細は、 それ

ぞれのページを参照し て く ださい。

ぬいし ろを始末する （P.46 ）

地ぬいをする （P.47 ）

すそ上げをする （P.48 ）

ボタン穴をかがる （P.50 ）

フ ァスナーを付ける （P.53 ）

伸びる布地やゴムテープをぬう （P.56 ）

アップリケ／パッチワーク （クレ イ ジーキルト） （P.57 ）

丈夫にしたいと ころをぬう （P.59 ）

飾りぬいをする （P.62 ）

筒ものをぬう （P.64 ）

フ リーモーシ ョ ンキルト （P.65 ）

模様選択キーを使って、 目的に応じ て選んだ模様を

選択し ます。 模様選択キーには、 それぞれ 2 つの模

様が割り当てられています。

＊ 電源を入れたときには、 「直線 （左）」 の模様設定が液晶
画面に表示されます。

＊ 模様を選択すると、 その模様の自動設定が液晶画面に表

示されます。

＊ 模様選択時に針が動 く こ とがありますが、 これは模様に
応じ た針位置に自動調節し ているためです。

キーの左側に記されている模様を選択する場合

該当する模様選択キーを １回押し て選択し ます。

キーの右側に記されている模様を選択する場合

該当する模様選択キーを ２回押し て選択し ます。

裁断した布端に、 ほつれないようにたち目かがりを

し ます。 目的に応じ て模様を選択し ます。

押え <J> を使う模様の場合 

1 ジグザグ押え <J> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

3 模様選択キーで目的に応じ た模様を選択し
ます。

4 布端より少し 外側に針を落とし てぬいます。

模様の選択方法

例 ： 直線 （左） ボタン穴かがり

目的 模様 模様名 押え

通常のほつれ止め ジグザグ

J
厚地や伸びる布地

のほつれ止め
３点ジグザグ

伸びる布地
のほつれ止め

たち目かがり

普通地または薄地
のほつれ止め

たち目かがり

G

厚地やほつれやすい布地
のほつれ止め

たち目かがり

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

ぬいしろを始末する

針落ち位置

針落ち位置
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押え <G> を使う模様の場合 

1 たち目かがり押え <G> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

3 模様選択キーで目的に応じ た模様を選択し
ます。

4 押えのガイ ド と布地の端が合うように布地
をセッ ト し 、 押えを下げます。

5 布地の端を押えのガイ ド にそわせてぬいま
す。

基本となる直線ぬいをし ます。 目的に応じ て模様を

選択し ます。

1 ぬい合わせるとこ ろを、 し つけまたはまち
針で止めます。

2 ジグザグ押え <J> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様選択キーで目的に応じ た模様を選択し
ます。

5 返し ぬいが必要な場合は、 ぬい始めの位置
より 3 ～ 5 針分手前に針を刺し て返し ぬい
をし ます。
「返しぬいをする」 （P.29 ） 参照

6 ミシンをスタート させます。
「ミシンをスタートさせる」 （P.28 ） 参照

7 返し ぬいが必要な場合は、 3 ～ 5 針ほど返し
ぬいをし ます。
「返しぬいをする」 （P.29 ） 参照

8 ぬい終わったら糸を切り ます。
「糸を切る」 （P.30 ） 参照

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

振り幅を調節したときは、プーリーを
ゆっ く り と手前に回し、針が押えに当
たらないこ とを確認し て く ださい。針
が折れたり、曲がったりするおそれが
あります。

ガイ ド

針落ち位置

目的 模様 模様名 押え

地ぬい、 ギャザー、
ピンタックなど

直線 （左）

J直線 （中）

ぬい目を丈夫にする／
伸びる布地をぬう

三重ぬい

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

地ぬいをする
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スカートやズボンのすそをまつります。 まつりぬい

は、 次の 2 模様から選択し ます。

次の手順でまつりぬいをし ます。

1 すそ上げをするスカート やズボンを裏返し
ます。

2 できあがり 線で布を表に返し 、 アイ ロンを
かけます。

3 布端から約 5mm のとこ ろにチャコペンで印
をつけ、 し つけをし ます。

4 し つけをし たところから、 内側へ折り 込み
ます。

目的 模様 模様名 押え

普通地のすそ上げ

まつりぬい R

伸びる布地のすそ上げ

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

･ 模様 または を選んだとき

ジグザグの振り幅調節キーの 「-」 を押すと、

LCD （液晶画面） に 0、 -1、 - 2、 - 3 と表示さ
れ、 針落ちは左に移動し ます。

ジグザグの振り幅調節キーの 「+」 を押すと、

LCD （液晶画面） に 0、 1、 2、 3 と表示され、 針
落ちは右に移動し ます。

･ 筒の大きさがアームに入らないほど小さいとき
や、 筒の長さが短いときは、 布地がうま く 送ら

れず、 きれいに仕上がらないこ とがあります。

すそ上げをする

表

すそ側
裏

表

< 横から見た図 >

裏

表裏
厚い布地

普通地

表

< 横から見た図 >

裏

5mm
布端

表裏

しつけ

厚い布地

普通地

< 横から見た図 >

裏

5mm布端

表

裏

しつけ

厚い布地

普通地
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5 布端を開いて裏返し ます。

6 まつりぬい押え <R> を取り付けます。

7 模様を選択し ます。

8 ミシンをフリ ーアームにし ます。
「筒ものをぬう」 （P.64 ） 参照

9 アームに布地を入れ、 布地を回すことがで
きるのを確認し ます。

0 押えのガイ ド と布地の折り山が合うように
布地をセッ ト し 、 押えを下げます。

q プーリ ーをゆっく り手前に回し て針を下げ、
針が折り山に少し かかる位置にあるか確認
し ます。

針落ち位置を変更するときは、 針を上げてから

ジグザグの振り 幅を変更し ます。

針がかかり すぎているとき

針が左側にいきすぎています。
振り 幅の 「+」 を押し て針位置を右に動かし 、
針が折り 山に少し かかるように調節し ます。

裏

< 横から見た図 >

裏
布端

裏
裏

しつけ

厚い布地

普通地

アーム

裏

折り山

ガイ ド

針落ち位置

ジグザグの振り幅

厚い布地 普通地

裏 表

普通地

厚い布地

裏 表
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針がかかっ ていないとき

針が右側にいきすぎています。
振り 幅の 「-」 を押し て針位置を左に動かし 、
針が折り 山に少し かかるよう に調節し ます。

w 折り山に押えのガイドをそわせてぬいます。

e しつけをほどき、 布地を表に返します。

ボタン穴かがり押え <A> を使って、 「ボタンの直径

＋厚み」 が 28 mm 以下のボタンホールを作るこ とが

できます。 目的に応じ て模様を選択し ます。

ボタン穴かがりは次のようにぬわれます。

ボタン穴かがりで使用するボタン穴かがり押え <A>

の各部の名称は次のとおりです。

「ぬい目の長さと振り幅／針位置を調節する」 （P.37 ） を

参照し て く ださい。

裏 表

普通地

厚い布地

裏 表

裏 表

目的 模様 模様名 押え

パジャマ ・ シャツなどのボタ
ンホールを作る

ボタン穴
かがり

A

ブラウス ・ シャツなどで横向
きのボタンホールを作る

スーツやコート などのボタン
ホールを作る

伸びる布地 ・ 編み地にボタン
ホールを作る

伸びる布地にボタンホールを
作る

厚地 ・ 毛足の長い布地に、 横
向きのボタンホールを作る

ボタン穴をかがる

台皿

押えスケール

5 mm

ピン

し る し
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1 ボタン穴かがり をする位置にチャコペンな
どでし るし を付けます。

2 ボタン穴かがり 押え<A>の台皿を引き出し 、
ボタンをのせてはさみます。

＊ ボタンが台皿にのらないとき ：
「ボタンの直径＋厚み」 を、 押えスケールの目盛り

（1 目盛り 5 mm） に合わせて、 大きさを決めます。
例） 直径 15 mm、 厚み 10 mm のボタン ： スケール

を 25 mm に合わせる

3 ボタン穴かがり 押え <A> を取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

4 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

5 模様選択キーで目的に応じ た模様を選択し
ます。

6 上糸を下図のように押えの穴に通し 、 押え
の下に引き出し ます。

7 押えの赤のし るし と布地のし るし の手前側
を合わせ、 押えを下げます。

8 ミシン本体のボタン穴かがりレバーを一番
下まで下げます。

こ のとき、 ボタン穴かがり レ バーが押えの突起
部の後ろ側にく るようにし ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

し る し

できあがり図

押えスケール

ボタン穴の寸法
（ボタンの直径 + 厚み）

15 mm

10 mm

押えを下げるときに、 押えの手前部分を押さない

で く ださい。 ボタン穴が正確な大きさにぬえませ
ん。

布地のし る し

赤のし る し

ボタン穴かがり レバー

ボタン穴かがり レバー

突起



いろいろなぬい方

52

9 左手で上糸を軽く 持った状態で、 ミシンを
スタート させます。

ぬい終わると、 自動的に止めぬいをし て止まり
ます。

0 糸を切り 、 押えを上げて布地を取り出し ま
す。

q ボタン穴かがり レバーをもとに戻し ます。

w ぬった部分を切らないように、 かんぬき止
めの内側にまち針を刺し ます。

e 付属のリ ッ パーでボタン穴を切り 開きます。

または の場合は、 付属のはとめ穴パンチで

穴をあけてから、 リ ッ パーで切り 開きます。

＊ はとめ穴パンチで布に穴を開けるときは、 あらかじ
め布地の下に厚紙などを敷いて く ださい。

ぬい目のあらさを変えるとき

ぬい目の長さ調節キーで調節し ます。 「+」 を押す
とあら く 、 「-」 を押すと細か く なり ます。

＊ 厚地の場合などで布地が進まないときは、 ぬい目を
あら く し ます。

振り 幅を変えるとき

ジグザグの振り幅調節キーで調節し ます。 「+」 を
押すと広 く 、 「-」 を押すと狭 く なり ます。

伸びる布地を使うとき

伸びる布地にボタン穴かがり をするときは、 芯
ひもを入れてぬいます。

まち針

リ ッパー

はとめ穴パンチ

リ ッ パー で穴を開け る 方向に、
手や指を置かな い で く ださい。
すべっ たときにケガをするおそ
れがあります。

ボタン穴かがりをするときは、 ぬい目のあらさや振り幅

を確認するため、 必ず試しぬいをし ま し ょ う。
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1 ボタン穴かがり 押え <A> に図のように芯ひ
もをかけ、 芯ひもの端を反対側のミゾには
さんで軽く 結びます。

2 ボタン穴かがり 押え <A> を取り付けます。

3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様 または を選択し ます。

5 芯ひもの太さより大きめに振り幅を設定し
ます。

6 押えレバーとボタン穴かがり レバーを下げ
て、 ミシンをスタート させます。

7 ぬい終わったら、 芯ひもを引いてたるみを
なく し 、 針穴の大きい手ぬい針を使って布
地の裏側に引き出し ます。

8 芯ひもを結び、 余分な部分を切ります。

中心にぬわれている糸は、 リ ッ パーで切り 開い
た後、 切り 取っ てく ださい。

フ ァスナーをぬい付けます。

フ ァスナーの付け方によって、 ぬい方は異なります。

こ こでは、 つき合わせと片返しのぬい方を説明し ま

す。

つき合わせ

つき合わせた布地の両方にステッチが入ります。

1 ジグザグ押え <J> を取り 付けて、 あき止ま
りの位置まで地ぬいをし ます。
「地ぬいをする」 （P.47 ） 参照

布地は表どうし を合わせ、 あき止まり 部分は返
し ぬいをし ます。

2 ファ スナーを付ける部分のでき上がり 線に
し つけをし ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

目的 模様 模様名 押え

フ ァスナーをぬい付ける／
おと し ミシンやピンタックをぬう

直線 （中） I

フ ァスナーを付ける

ステッチ

あき止まり

表

しつけ

返しぬい

あき止まり

裏
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3 ぬいし ろを割り、 裏からアイロンをかけま
す。

4 ぬい目とフ ァスナーの中央を合わせて、 し
つけをします。

5 片押え <I> のピンの右側を押えホルダーに
取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

6 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

7 模様 「直線 （中）」 を選択し ます。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

8 布地の表からステッチをかけます。

9 しつけをほどきます。

片返し

布地の片側にステッチが入り ます。 脇あきや後ろあ

きのときに使用し ます。

こ こでは、 図のように左側にステッチを入れる場合

を例に説明し ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッチが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

しつけ

フ ァ スナー

裏

ピン右側

針落ち位置

片押え <I> を使用するときは、
必ず 「直線 （中）」 を使用し、 プー
リ ーをゆっ く り と手前に回し て
針が押えに当たらないこ とを確
認し て く ださい。 他の模様を使
用すると、 針が押えに当たり、 折
れた り、 曲がっ た り するおそれ
があります。

ぬう際に、 針がフ ァ スナーに当
たらないよ うに注意し て く ださ
い。 針が折れた り、 曲がっ た り
するおそれがあります。

ステッチ
しつけ

あき止ま り

表

ステッチ 表

あき止ま り
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1 ジグザグ押え <J> を取り付けて、 あき止ま
り の位置まで地ぬいをし ます。
「地ぬいをする」 （P.47 ） 参照

布地は表どうし を合わせ、 あき止まり 部分は返
し ぬいをし ます。

2 ファ スナーを付ける部分のでき上がり線に
し つけをし ます。

3 ぬいし ろを割り 、 裏からアイ ロンをかけま
す。

4 右側 （ステッチが入らない方） のぬいしろ
を 3 mm 出し てアイロンをかけます。

5 3 mm 出し た折り 山とファ スナーのむし の端
を合わせて、 し つけまたはまち針で止めま
す。

6 片押え <I> のピンの右側を押えホルダーに
取り付けます。

こ の例と反対側をぬう場合は、 ピンの左側を取
り 付けます。

「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

7 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

8 模様 「直線 （中）」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

9 3 mm 出し た折り 山部分を、 あき止まり の方
からぬいます。

しつけ

返しぬい

あき止ま り

裏

裏

しつけ

むし

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

片押え <I> を使用するときは、
必ず 「直線 （中）」 を使用し、 プー
リ ーをゆっ く り と手前に回し て
針が押えに当たらないこ とを確
認し て く ださい。 他の模様を使
用すると、 針が押えに当たり、 折
れた り、 曲がっ た り するおそれ
があります。

ピン右側

針落ち位置
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0 残り 5 cm ほどまでぬったらいったんミシン
を止めます。 針を下げたままで押えを上げ、
ファ スナーを開いてから続きをぬいます。

q ファ スナーをとじ て表に返し 、 反対側をし
つけし ます。

w 片押え <I> のピンのもう一方を押えホル
ダーに取り 付けます。

6で右側に付けた場合は、 左側に付け替えま

す。

e 布地の表からステッ チをかけます。

あき止まり 側から返し ぬいをし 、 押えの端を
ファ スナーのむし にそわせてぬいます。

r 残り 5 cm ほどまでぬったらいったんミシン
を止めて、 針を下げたまま押えを上げます。

g でき上がり 線のし つけをほどいてファ ス
ナーを開き、 続きをぬいます。

目的に応じ て模様を選択し ます。

伸縮ぬい 

1 ジグザグ押え <J> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

ぬう際に、 針がフ ァ スナーに当
たらないよ うに注意し て く ださ
い。 針が折れた り、 曲がっ た り
するおそれがあります。

しつけ

ピン左側

針落ち位置

目的 模様 模様名 押え

伸びる布地をぬう 伸縮ぬい

J

ゴムテープをぬい付ける ３点ジグザグ

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

あき止まり

返しぬい

ぬい始め

しつけ

伸びる布地やゴムテープをぬう
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3 模様 「伸縮ぬい」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

4 布地を伸ばさないようにぬいます。

ゴムテープ付け 

そで口やウエストなどにゴムテープをぬい付ける場

合は、 ゴムテープが縮んでいる状態ができ上がり寸

法になります。 必要な長さのゴムテープを用意し ま

す。

1 まち針で布地の裏側にゴムテープを止めま
す。

布地とゴムテープが均等になるように数か所止
めます。

2 ジグザグ押え <J> を取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様 「3 点ジグザグ」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

5 ゴムテープが布地と同じ 長さになるように
伸ばし ながらぬいます。

左手で後ろ側の布地を引っ 張り 、 右手で押えに
一番近いまち針の手前を引っ 張り ます。

目的に応じ て模様を選択し ます。

＊ 模様右下に記されている 「Q」 は、 その模様がキルト用

であるこ とを示し ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

ぬう際に、 針がまち針に当たら
な い よ う に注意 し て く ださい。
針が折れた り、 曲がっ た り する
おそれがあります。

目的 模様 模様名 押え

アップリケなどの布を
ぬい付ける

ジグザグ

J

アップリケ

布地と布地の間を
離し てかがる／
飾りぬいをする

フ ァ ゴテ ィ ング

アップリケ、
バインデ ィ ングをする

アップリケ
キルト左／右

アップリケキルト、
サテンぬい、
フ リーモーシ ョ ンキルト
をする

キルト ジグザグ

手ぬい風キルトを作る 手ぬい風キルト

アップリケ／パッチワーク （クレ イジーキル ト）
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アッ プリ ケ

1 アッ プリ ケ布を、 3 ～ 5  mm のぬいし ろを加
えて裁断し ます。

2 アッ プリ ケ布の裏に厚紙の型紙をあてて、
アイ ロンででき上がり 線を折ります。

3 アッ プリ ケ布を表に返し て土台になる布に
配置し 、 し つけ、 のり 、 まち針などで固定
し ます。

4 ジグザグ押え <J> を取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

5 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

6 模様 「ジグザグ」 または 「アップリケ」 を選
択し ます。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

7 プーリ ーを手前に回し 、 アッ プリ ケ布の端
より 少し 外側に針が刺さるようにし てぬい
始めます。

急な角度をぬうときは、 アッ プリ ケ布の外側に
針を刺し たままで押えを上げて、 少し ずつ方向
を変えながらぬいます。

パッチワーク （クレ イジーキル ト）

1 上になる布地の端を折って下側の布地と重
ねます。

2 両方の布地に模様がまたがるようにぬいま
す。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

ぬい し ろ

しつけ
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フ ァ ゴティ ング 

布地と布地の間を離し て、 糸でかがるぬい方を

「フ ァゴテ ィ ング」 といいます。 ブラウスや子供服な

どに用います。 太い糸を使用するときれいに仕上が

ります。

1 布地をでき上がり線で折ってアイ ロンをか
けておきます。

2 ハト ロン紙などの薄い紙に 4 mm の間隔をあ
けて、 布地をし つけし ます。

3 ジグザグ押え <J> を取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

4 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

5 模様 「フ ァゴテ ィ ング」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

6 押えの中心を布と布の中心に合わせてぬい
ます。

7 ぬい終わったら、 紙をやぶって取り除きま
す。

そで付けなどのぬい目を丈夫にしたり、 ポケッ ト口

などのあき止まり部分を補強するときに使用し ます。

三重ぬい 

1 針あたり 3 回重ねてぬいます。

1 ジグザグ押え <J> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

3 模様 「三重ぬい」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

4 ミシンをスタート させます。

かんどめ 

かんどめは止めぬいの一種で、 ポケッ ト口やあき止

まりなど、 力のかかる部分を補強するときに用いま

す。

こ こでは、 ポケッ ト口にかんどめをする場合を例に

説明し ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

ハトロン紙など

しつけ

目的 模様 模様名 押え

そでや股下などのぬい目を
丈夫にする

三重ぬい J

ポケッ ト口などのあき止ま
りを補強する

かんどめ A

厚手のつ く ろいぬいをする ダーニング A

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

丈夫にしたいところをぬう
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1 かんどめぬいをする長さを決めます。

ボタン穴かがり押え <A> の押えスケールの目盛
り（1 目盛り 5 mm）に合わせて、 長さを決めます。

2 ボタン穴かがり 押え <A> を取り付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様 「かんどめ」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

5 上糸を下図のように押えの穴に通し 、 押え
の下に引き出し ます。

6 ポケッ ト 口が手前になる向きで、 ポケッ ト
口より 2 mm 手前に針が刺さる位置に布地を
置き、 押えを下げます。

7 ミシン本体のボタン穴かがりレバーを一番
下まで下げます。

こ のとき、 ボタン穴かがり レ バーが押えの突起
部の後ろ側になるようにし ます。

8 左手で上糸を軽く 持った状態で、 ミシンを
スタート させます。

ぬい終わると、 自動的に止めぬいをし て止まり
ます。

9 糸を切り、 押えを上げて布地を取り出し ま
す。

0 ボタン穴かがりレバーをもとに戻し ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

かんどめの

でき上がり寸法

押えスケール

押えを下げるときに、 押えの手前部分を押さない

で く ださい。 かんどめの大きさが不正確になり ま
す。

布地が厚 く て進まないときは、 ぬい目を長 く （ぬい目をあ

ら く ） するとスムーズに進みます。 「ぬい目の長さと振り幅
／針位置を調節する」 （P.37 ） 参照

ボタン穴かがり レバー

ボタン穴かがり レバー

突起
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つくろいぬい （ダーニング）

布地がやぶれたときなどに、 「ダーニング」 を使って

つくろいぬいをします。 ダーニングは次のようにぬ

われます。

1 つく ろいぬいをする長さを決めます。

長さを決めるには、 ボタン穴かがり押え <A> ス
ケールの目盛り （１目盛り 5 mm） を使います。

＊ 最大 28 mm のダーニングができます。

2 ボタン穴かがり 押え <A> を取り付けます。
「押えを交換する」 （P.44 ） 参照

3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様 「ダーニング」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

5 ダーニングぬいをする範囲の 2 mm 手前に針
が刺さるように布地を置き、 押えを下げま
す。

6 上糸を下図のように押えの穴に通し 、 押え
の下に引き出し ます。

7 ミシン本体のボタン穴かがりレバーを一番
下まで引き下げます。

こ のとき、 ボタン穴かがり レ バーが押えの突起
部の後ろ側にく るようにし ます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行って ください。 万一ス
イッチが押されると、 ミシンが
作動してケガの原因になりま
す。

止めぬい

押えスケール

ダーニングの

できあがり寸法

押えを下げるときに、 押えの手前部分を押さない
で く ださい。 正確な長さにぬえません。

やぶれた箇所

ボタン穴かがり レバー

ボタン穴かがり レバー

突起
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8 左手で上糸を軽く 持った状態で、 ミシンを
スタート させます。

ぬい終わると、 自動的に止めぬいをし て止まり
ます。

9 糸を切り 、 押えを上げて布地を取り出し ま
す。

0 ボタン穴かがり レバーをもとに戻し ます。

目的に応じ て模様を選択し ます。

スカラッ プ模様

貝殻を並べたような模様を 「スカラップ」 といいま

す。 ブラウスの襟やハンカチのふち飾りなどに使い

ます。

1 模様ぬい押え <N> を取り 付けます。
「押えを交換する」 （P.44 ） 参照

2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

3 模様「サテンスカラッ プ」 を選択し ます。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

4 模様が布端にかからないように気をつけて
ぬいます。

＊ ぬう前に布地にアイロン用スプレーのりをかけてお

く と、 きれいに仕上がり ます。

5 糸を切らないように注意し ながら、 ぬい目
にそって布端を切ります。

＊ サテンスカラップ模様の幅を変えながらぬう こ ともでき

ます。 「ぬい目の幅を変えながらぬう」 （P.69 ） 参照

スモッ キング

ギャザーの上に模様や刺し ゅ うをした飾りぬいのこ

とを 「スモッキング」 といいます。 ブラウスの胸も

とやそで口の飾りなどに使います。

1 ジグザグ押え <J> を取り 付けます。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

布地が厚 く て進まないときは、 ぬい目を長 く （ぬい目をあ

ら く ） するとスムーズに進みます。 「ぬい目の長さと振り幅
／針位置を調節する」 （P.37 ） 参照

目的 模様 模様名 押え

スモッキングする

ヘアルームなどをぬう
スモッキング J

サテンスカラップ模様をぬう サテンスカラップ N

飾りぬいをする 飾りぬい J

レース付け、 ふち飾り、
ヘアルームなどをぬう

飾りぬい

N

飾りぬい

飾りぬいをする

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。
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2 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

3 模様 「直線 （左）」 または 「直線 （中）」 を選
択し、 ぬい目の長さを 4.0 mm、 糸調子を弱
めに設定します。
「模様の選択方法」 （P.46 ）
「ぬい目の長さを調節する」 （P.37 ）

「糸調子を調節する」 （P.36 ） 参照

4 直線を平行に 1 cm 間隔で数本ぬいます。

5 下糸を引いてギャザーを寄せます。

6 アイ ロンでギャザーを整えます。

7 模様 「スモッキング」 を選択します。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

8 直線ぬいの間をぬいます。

9 直線ぬいの糸を抜き取り ます。

ヘアルーム

別売のウ ィ ングニードル 130/705H 100/16 を使っ

て、 針穴を大き く あけたレース風の飾り模様 「ヘア

ルーム」 をぬいます。 すその飾りやテーブルクロス

などに使います。 張りのある平織りの布地 （薄地ま

たは普通地） を使うときれいに仕上がります。

1 ウィ ングニード ル 130/705H 100/16 を取
り 付けます。

「針の交換」 （P.35 ） 参照

2 模様 または をぬう場合は模様ぬい押え

<N> を、 模様 をぬう場合は押え <J> を

取り 付けます。
「押えを交換する」 （P.44 ） 参照

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

こ こでぬった糸は後ほど抜き取りますので、 返し
ぬいと糸切りはし ないで く ださい。

 ウ ィ ングニードルは、 必ず 130/705H 100/16 

を使用し て く ださい。

 ウ ィ ングニードルを取り付けたときは、 糸通し

装置は使用できません。 糸通し装置を使用する

と、 故障の原因となり ます。 針穴の手前から向
こ う側に、 手で糸を通し て く ださい。
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3 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

4 模様 、 、 のいずれかを選択し ます。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

5 ミシンをスタート させます。

小さい筒ものをぬう場合

そで口やズボンのすそなどの小さな筒ものをぬうと

きは、 フ リーアームにすると便利です。

1 補助テーブルを左に引き、 取り外し ます。

フリ ーアームの状態になり ます。

2 布地のぬう箇所をアーム部分に通し た状態
でぬいます。

3 フリ ーアームを使い終わったら、 補助テー
ブルを取り 付けます。

大きい筒ものをぬう場合

スカートなどの大きな筒ものをぬうときは、 付属の

エクストラテーブルを使うと便利です。

1 補助テーブルを左に引き、 取り 外し ます。

2 エクスト ラテーブルの脚を、 右脚だけ立て
ます。

カチッ と音がするのを確認し てく ださい。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行っ て く ださい。 万一ス
イ ッ チが押される と、 ミ シ ンが
作動 し て ケ ガ の 原因 に な り ま
す。

ジグザグの振り幅は、 6.0 mm

以下に設定し て く ださい。 針
が折れたり、 曲がったりする
おそれがあります。

ジグザグの振り幅を調節し た

ときは、 プーリーをゆっ く り
と手前に回し、 針が押えに当
たらないこ とを確認し て く だ
さい。 針が折れたり、 曲がっ
たりするおそれがあります。

筒ものをぬう

エクスト ラテーブルを取り付けた

ままミ シンを移動し ないで く ださ
い。 破損やケガの原因になります。

エクスト ラテーブルをア イロン台

と し て使用するなど、 他の目的で
使用しないで く ださい。

右脚
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3 エクストラテーブルを取り付けます。 水平
に奥まではめてく ださい。

エクスト ラテーブルがフリ ーアームの状態にな
り ます。

4 使い終わったらエクストラテーブルを左に
引き、 取り外します。

5 エクストラテーブルを裏返し、 右脚をたた
みます。 右脚のストッパーレバーを矢印方
向に押しながら （下図 1） たたんでください
（下図 2）。

6 補助テーブルを取り付けます。

＊ エクストラテーブルは脚を収納し た状態で、 ハードケー

スに引っかけて保管する こ とができます。

フリーモーションキルトをするときに、 送り歯を下

げて布地を送らないようにすることができます。 こ

れを 「ドロップフィード」 といいます。

フリーモーションキルトをするときは、 別売のキル

ト押えが必要です。

1 電源を切ります。
「電源の切り方」 （P.15 ）

2 押えホルダーを外します。
「押えの取り外し と取り付け」 （P.44 ） 参照

3 キルト押えを、 押え棒の左側と下側に合わ
せます。

こ のときキルト 押えの棒が、 針の止めネジの上
になるようにし ます。

4 キルト押えを右手で押さえ、 左手で付属の
ドライバーを手前に回して押えホルダーの
ネジをしめます。

押えの交換は、 必ず電源を切っ
てから行って ください。 万一ス
イッチが押されると、 ミシンが
作動し てケガの原因になりま
す。

フリーモーションキルト

キルト押えの棒

針の止めネジ

押えホルダーの

ネジ
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5 本体背面下側にあるド ロッ プレバーを下図
の位置 にし て、 送り歯を下げます。

6 電源を入れます。
「電源の入れ方」 （P.14 ） 参照

7 模様 「直線 （中）」 または 「ジグザグ」 を選
択し ます。
「模様の選択方法」 （P.46 ） 参照

8 たるまないように両手で布地を張り ながら、
下絵をなぞるように布地を動かし ます。

ぬい始めとぬい終わり は、 止めぬいをし ます。

9 ぬい終わったらド ロッ プレバーを元の位置
に戻し 、 プーリ ーを 1 回転させて送

り 歯を元に戻し ます。

通常、 送り 歯は上げておきます。

ネジは、 付属の ド ラ イバーで確
実に し めて く ださい。 ネジの し
め方がゆるいと針が押えに当た
り、 折れた り、 曲がっ た り す る
おそれがあります。

送り 歯が下がっ ているときは、 返し ぬいはできま

せん。

ドロップレバー
（背面から見た図）

下絵

ドロップレバー
（背面から見た図）
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便利な機能を使う

こ こでは、 あなたのソーイングをより快適にする便

利な特長 ・ 機能について説明し ます。

大きな作品をぬうときは、 エクストラテーブルを

使って作業スペースを広げます。

＊ エクストラテーブルは、 スカートなどの大きい筒ものを
ぬう ときにも使用できます。

「大きい筒ものをぬう場合」 （P.64 ） 参照

1 補助テーブルを左に引き、 取り外し ます。

フリ ーアームの状態になり ます。

2 エクスト ラテーブルの脚を、 左右とも立て
ます。

右脚は、 立てたときにカチッ と音がするのを確
認し てく ださい。

3 エクスト ラテーブルを取り付けます。 水平
に奥まではめてく ださい。

4 使い終わったらエクスト ラテーブルを左に
引き、 取り 外し ます。

5 エクストラテーブルを裏返し、 脚をたたみま
す。 右脚は、 スト ッパーレバーを矢印方向に
押しながら （下図 1） たたんで く ださい （下
図 2）。

6 補助テーブルを取り付けます。

＊ エクスト ラテーブルは脚を収納し た状態で、 ハードケー

スに引っかけて保管する こ とができます。

エクスト ラテーブルを取り付けた

ままミシ ンを移動し ないで く ださ
い。 破損やケガの原因になります。

エクスト ラテーブルをア イロン台

と し て使用するなど、 他の目的で
使用しないで く ださい。

エクス ト ラテーブルを使う

右脚
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ぬい始めとぬい終わりに自動で止めぬいをするよう

に設定し ます。 直線ぬい ・ ジグザグぬいの場合は、

止めぬいではな く 、 自動で返しぬいをし ます。

1 模様を選びます。
「いろいろなぬい方」 （P.46 ） 参照

2 自動止めぬいスイ ッ チを押し ます。

ボタン穴かがり やかんどめなど、 止めぬいが含
まれている模様を選択し たと きは、 こ の操作は
必要あり ません。

液晶画面に が表示されます。

＊ 自動止めぬいスイ ッチをもう一度押すと、 自動止め

ぬいは解除されます。

3 布地をセッ ト し 、 プーリ ーを手前に回し て
ぬい始め位置に針を刺し ます。

4 スタート ／スト ッ プスイ ッ チを１ 回押
し ます。

自動で返し ぬい、 または、 止めぬいをし てから
ぬい始めます。

5 ぬい終わりの位置まできたら、 返し ぬ
いスイ ッ チを１ 回押し ます。

ボタン穴かがり やかんどめなど、 止めぬいが含
まれている模様を選択し たと きは、 こ の操作は
必要あり ません。

自動で返し ぬい、 または、 止めぬいをし てから
ミシンが止まり ます。

ぬい終わりに自動で糸が切れるように設定し ます。

これを 「プログラム糸切り」 といいます。

プログラム糸切りを設定すると、 自動止めぬいも同

時に設定されます。 ボタン穴かがりやかんどめを選

択したときに設定すると便利です。

1 模様を選びます。
「いろいろなぬい方」 （P.46 ） 参照

2 プログラム糸切り スイ ッ チを１ 回押し ま
す。

液晶画面に と が表示されます。

＊ プログラム糸切りスイ ッチをもう一度押すと、 プロ

グラム糸切りは解除されます。

3 布地をセッ ト し 、 スタート ／スト ッ プス
イ ッ チを１ 回押し ます。

自動で返し ぬい、 または、 止めぬいをし てから
ぬい始めます。

自動で止めぬい / 返しぬいをする

自動で糸を切る
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4 ぬい終わりの位置まできたら、 返しぬ
いスイッチを１回押します。

ボタン穴かがり やかんどめなど、 止めぬいが含
まれている模様を選択し たと きは、 こ の操作は
必要あり ません。

自動で返し ぬい、 または、 止めぬいをし てから
ミシンが止まっ て糸が切れます。

振り幅を変えながらぬうことができます。 これを

「振り幅コントロール」 といいます。 振り幅はスピー

ドコントロールレバーで調節します。

＊ ぬう速度は、 フ ッ ト コン トローラーで調節し ます。

1 電源が入っている場合は、 電源を切ります。

2 フットコントローラーを取り付けます。
「ミシンをスタートさせる」 （P.28 ） 参照

3 ジグザグ押え <J> を取り付けます。
「押えを交換する」 （P.44 ） 参照

4 模様キー を押しながら、 電源スイッチ
を押して電源を入れます。

以下の画面が表示されます。

5 ぬい目の長さ調節キー 「＋」 を押して、 ON
を選択します。

＊ 振り幅コン トロールを無効にする場合は 「－」 を押

し て、 OFF を選択し ます。

6 いったん電源を切ります。

次回電源を入れたときは、 振り 幅コント ロール
が有効になり ます。
スピード コント ロールレ バーを右にすると振り
幅が大きく 、 左にすると小さく なり ます。

＊ 液晶画面に、 振り幅コン トロールが有効になってい

る こ とを知らせる が表示されます。

針停止位置設定キーを押すと、 ミシンを止めたと

きの針の位置を切り替えることができます。

針停止位置の設定は、 液晶画面で確認することがで

きます。

： 針が上がっ た状態で停止する

： 針が下がっ た状態で停止する

＊ 初期設定では、 ミシンを止めたとき針が下がった （布地

に刺さった） 状態になるように設定されています。

調節した模様の設定をすぐに呼び出せるように、 保

存することができます。 よく使う模様の調節値を保

存しておくと便利です。 ポケットキー 1/2

に、 それぞれ 1 つずつ設定を保存することができま

す。

保存できる設定は、 以下の通りです。

 模様

 ジグザグの振り幅／針位置

 ぬい目の長さ

 針停止位置

 自動止めぬい／返しぬいのオン／オフ

 自動糸切りのオン／オフ

こ こで糸が切れます

ぬい目の幅を変えながらぬう

針停止位置の設定を変更する

よく使う模様設定を保存する
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1 保存したい模様を調節しておきます。
「ぬい目の長さと振り幅／針位置を調節する」 （P.37 ）
参照

2 メモリーモードキーを押します。

メモリ ーモード キーが点灯し ます。

3 ポケットキー1または 2を押して、設定を保
存します。

液晶画面に 「記憶中」 と表示されます。

保存が完了すると、 「記憶中」 の表示が消え、
ポケッ トキーが点灯し ます。 こ れで、 次回から
はポケッ ト キーを押すだけで保存し た模様設定
を呼び出せるようになり ます。

＊ 保存内容を変更するには ：
手順 1 ・ 2 を繰り返すと、 新し い模様の設定値が上書き

保存されます。

保存内容を消去する

ポケットキー 1/2 に保存されている模様設

定を、 両方とも消去することができます。 手順は以

下の通りです。

＊ 保存内容を変更するときは、 この操作は必要あり ませ

ん。

「よ く 使う模様設定を保存する」 （P.69 ） 参照

1 電源が入っている場合は、 電源を切ります。

2 模様キー を押しながら、 電源スイッチ
を押して電源を入れます。

以下の画面が表示されます。

3 ぬい目の長さ調節キー 「－」 を押し、 OK を
選択します。

＊ 保存内容を消去しない場合は、 「＋」 を押し て、

キャンセルを選択し ます。

4 いったん電源を切ります。

次回電源を入れたときには、 ポケッ ト キー 1/2
の保存内容は消去されています。
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ファンクションモード一覧

本機には、 様々な設定を変更できる 「フ ァ ンクシ ョンモード」 が備わっています。

該当する模様キーを押しながら電源スイ ッチをオンにすると、 本機がフ ァ ンクシ ョンモードに切り替わります。

フ ァ ンクシ ョンモード で変更できる設定と、 それぞれの操作方法は以下の通りです。

詳し く は、 それぞれの参照ページをお読み く ださい。

設定内容
電源オン時に押す

模様キー
設定画面 操作方法 参照ページ

液晶画面の明るさを

変更する

1. ぬい目の長さ調節キーを

使って、 明るさを示す数

値を調節する。

2. いったん電源を切ってか

ら再度電源を入れる。

「明るさを調節する」
（P.16 ）

エラー時の電子音の

オン / オフを切り替

える

1. ぬい目の長さ調節キーを
使って、 オン / オフを選

択する。

2. いったん電源を切ってか
ら再度電源を入れる。

「電子音をオフにする
には」 （P.86 ）

液晶画面に表示される

言語を変更する

1. ぬい目の長さ調節キーを

使って、 希望する言語を
表示させる。

2. いったん電源を切ってか

ら再度電源を入れる。

「表示言語を変更す
る」 （P.16 ）

「振り幅コントロール」

のオン / オフを切り替
える

1. ぬい目の長さ調節キーを
使って、 オン / オフを選

択する。

2. いったん電源を切ってか

ら再度電源を入れる。

「ぬい目の幅を変えな
がらぬう」 （P.69 ）

ポケッ トキー 1/2 に

保存されている

模様設定を消去する

1. ぬい目の長さ調節キーを
使って、 「OK」 を選択する。

( 消去し ない場合は 「キャ
ンセル」 を選択する )

2. いったん電源を切ってか

ら再度電源を入れる。

「保存内容を消去す
る」 （P.70 ）
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お手入れの方法

お客様ご自身による本製品への注油は行わないで く

ださい。 故障の原因となります。

本製品の動作に必要な油はあらかじめ十分に塗布さ

れて出荷されていますので、 定期的に注油する必要

はありません。

万一、 プーリーを回すと重い、 異常な音がするなど

の症状が発生した場合は、 ただちに使用をやめて、

お買い上げの販売店またはお客様相談室 （ミシン

119 番） にご相談 く ださい。

以下の場所にミシンを保管しないで く ださい。 結露

によるさびの発生など、 故障の原因となります。

温度が著し く 高 く なる場所

温度が著し く 低 く なる場所

急激に温度が変化する場所

湿気、 湯気の多い場所

火気や熱器具、 冷暖房機器などに近い場所

屋外や直射日光の当たる場所

ほこ り、 油煙の多い場所 

薄めた中性洗剤を布に浸し て固 く しぼり、 本体表面

の汚れをふき取ります。 洗剤でふいたあとは、 乾い

た布でふき取ります。

針板カバーの下にある釜を掃除し ます。

釜には糸 く ずやほこ りがたまりやす く 、 縫製不良の

原因になる場合があります。 定期的に掃除し て く だ

さい。

1 電源を切り ます。

2 補助テーブルを左に引き、 取り 外し ます。

3 付属のネジ回し を使って針板カバーのネジ
を外し ます。

本製品を末永 く ご愛用いただ く ために、 ときどき電源を

入れて、 縫製し て く ださい。
長期間保管し たまま使用し ない状態が続 く と、 ミシンの

性能を損なうおそれがあります。

必ず電源プラグをコンセン トから抜
いて く ださい。 ケガ ・ 感電の原因にな
ります。

注油に関し て

ミシンを保管するときのご注意

本体表面の掃除

必ず電源プラグをコンセン トか
ら抜いて く ださい。 ケガ ・ 感電
の原因になります。

釜の掃除

針板カバー
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4 針板カバーの奥側に指を引っかけ、 手前に
少し 引いてから上に外し ます。

5 内釜を持ち上げ、 取り 出し ます。

6 付属のミシンブラシや掃除機で、 外釜周辺
の糸く ずやほこりを取り除きます。

7 下図のように△印と○印が合うように、 内
釜を取り付けます。

　   　 　 △印と○印を合わせます。

8 針板カバーの裏の突起と本体の穴を位置合
わせし て、 針板カバーを奥へスライ ド させ
ます。

9 ネジ回し を使って針板カバーのネジを締め
ます。

0 補助テーブルを取り付けます。

内釜押えは絶対に取り外さない
で く ださい。 取り外す と、 故障
の原因になります。

外釜や内釜に油をささないで く
ださい。

内釜 外釜
内釜押え

ミシンブラシ

キズが付いた内釜は使用し な

いで く ださい。上糸がからみ、
針折れや縫製不良の原因にな
り ます。 内釜は 寄りの販売
店でお買い求め く ださい。

内釜は正しい位置に取り付け

て く ださい。 針折れの原因に
なります。

△印

○印

△印 ○印
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困ったときは

ミシンが思いどおりに動かないときは、 修理を依頼する前に次の項目および弊社サポートページ、 ブラザーソ

リューシ ョンセンター （http://solutions.brother.co.jp/ ） の Q&A を確認して く ださい。 

それでも改善されない場合は、 お買い上げの販売店、 または 「お客様相談室 （ミシン 119 番）」 にご相談 く ださ

い。

以下のよ く あるご相談については、 詳しい原因と対処方法を記載し ております。 お問い合わせの前にご確認 く

ださい。

■ 上糸がつる （→ P.75）

■ 布裏で糸がからまる （→ P.76）

■ 糸調子が合わない （→ P.78）

■ 布がミシンに入り込んでとれなくなった （→ P.79）

よくあるご相談

こんなとき

･ 上糸がピンと一本線になっている。
･ 布地の上側の面に下糸がポツポツと出ている

( イラスト参照 )。
･ 上糸がつっていて、引くと抜けてしまう。
･ 上糸がつっていて、布にしわがよってしま

う。
･ 上糸が強く、糸調子を調節してぬい直しても

まったく変わらない。

原因

下糸のセッ トがまちがっている

下糸のセッ ト がまちがっ ていると、 下糸に適正
な張力が加わらず、 上糸が引き上げられる際に
布地まで一緒に引っ ぱられてし まいます。 その
ため、 布地の上に糸が出てし まいます。

対処方法／確認内容

下糸を正し く セッ ト し なおし ます。

1 いったんボビンを内釜から取り 出し ます。

2 糸が正し い方向から出るように、 ボビンを
内釜にセッ ト し ます。

･ 糸が必ず左巻きになるように、右手でボビン
を持ち、左手で糸端を持ちます。そのまま右
手でボビンを内釜に入れます。

糸が逆方向から出た状態でボビンをセッ ト する
と、 正し い糸調子でぬうこ とができません。

上糸がつる

布地の

下側の面

布地の上側の面に

下糸が出ている

下糸

布地の

上側の面

上糸
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3 ボビンを指で押さえながら糸を針板のミゾ
に通し ます。
･ 右手でボビンを押さえ、左手で巻き終わりの

糸をツメに引っかけます。糸を引っぱりなが
ら針板のミゾにそって糸を通し、 後に手前
に引いてカッターで糸を切ります。

内釜にボビンの糸を正し く セッ ト しなければ、
正しい糸調子でぬう こ とができません。

こんなとき

･ 布の下側で糸がグチャグチャにからんでしまう。

･ ぬい始めるとすぐにガタガタと音がして進ま
なくなる。

･ 布地の下側を見ると、釜の中まで糸が何重に
もからまっている。

原因

上糸のセッ トがまちがっている

上糸のセッ ト がまちがっ ていると、 布地を貫通
し た上糸をし っ かり と引き上げるこ とができ
ず、 釜の中に上糸がたまり 、 グチャグチャにか
らんでし まいます。

対処方法／確認内容

からんだ糸を取り除き、 上糸をセッ ト しなおし ます。

1 からんだ糸を取り ます。 取れない場合は、
はさみで糸を切り ます。
･「釜の掃除」（P.73）を参照してください。

2 いったん上糸をミシンから取り外します。

3 以下の手順に従って、 上糸をもう一度セッ
ト し なおし ます。
･ ボビンを内釜から取り出した場合は、「下糸

をセットする」（P.21）と「上糸がつる」
（P.75）の「対処方法／確認内容」を参照し
て、セットしなおしてください。

4 押えレバーを上げます。

＊ 押えを上げると、 シャッ ターが開きます。

押えが下がっ た状態では、 上糸を正し く セッ ト
できません。

ミゾ

カッター

ツメ

右手でボビンを

押えます

布裏で糸がからまる

押えレバー

シャッター
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5  （針上下スイ ッチ） を 1 回または 2 回押
し て、 針を上に上げます。

＊針が正し く上がっていないと、 上糸を通すことがで

きません。 プーリーを確認して、 プーリーのしるし
が上側になっていない場合は、 針上下スイッチを押

して針を上げてから、 以降の操作をしてください。

6 糸を図のように右手で軽く 押さえながら、
左手で糸を引き出し 、 糸案内カバーの奥か
ら手前に糸をかけます。

7 糸案内板の右側から下に糸を通し 、 糸案内
板に引っかけます。

8 糸案内板に引っかけた糸を右手で軽く 押さ
え、 ミゾにそって下図の順に糸を通し ます。

9 針棒糸かけに糸を通し ます。

図のように、 左手で糸を保持し、 右手で糸かけ
を行うと糸がかけやすく なります。

0 「針に糸を通す」 の 1 ～ 5（P.25）に従っ
て糸を通します。

針上下

スイッチ

プーリーのしるし

糸案内カバー

糸案内板

シャッター

針棒糸かけ
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こんなとき

･ 症状①
布地の上側にポツポツと下糸が出ている。

･ 症状②
布地の上側で上糸が直線になる。

･ 症状③
布地の下側にポツポツと上糸が出ている。

･ 症状④
布地の下側で下糸が直線になる。

･ 症状⑤
布地の下側のぬい目がゆるい、 またはたるむ。

症状①

症状③

原因／対処方法／確認内容

【原因 1】

糸が正し く ミシンにセッ トされていない。

＜上記の症状①、 ②に該当する場合＞

下糸が正し く セッ トされていません。
上糸調子ダイヤルを標準に戻し、 「上糸がつる」 
（P.75） を参照し てセッ ト し直し ます。

＜上記の症状③～⑤に該当する場合＞

上糸が正し く 通っていません。
上糸調子ダイヤルを標準に戻し、 「布裏で糸がからま
る」 （P.76） を参照し て糸をかけ直し ます。

【原因 2】

布地に合った糸や針を使用し ていない。

ミシン針は布地の種類や糸の太さによって使い分け
が必要です。
布地に合った糸と針を使用しないと、 糸調子が合わ
なかったり、 布地にしわが寄ったり、 目とびの原因
になったり し ます。

･「針の種類と使い分け」 （P.34）の一覧表を参照
して、布地に合った糸と針を使用しているか確認
してください。

【原因 3】

上糸調子ダイヤルの数値が適正でない。

上糸調子ダイヤルを回し て、 適正な糸調子になるよ
うに調節し ます。
使用する布地／糸の種類やぬい方によって、 適正な
糸調子は異なります。

＊ 実際にお使いになる布地の端切れで試しぬいをし て、 糸

調子を調節し て く ださい。

 布地の上側に下糸が見える場合

上糸調子ダイヤルを数字が小さ く なる方向 （左方向） に

回し ます。 （糸調子を弱 く し ます。）

 布地の下側に上糸が見える場合

上糸調子ダイヤルを数字が大き く なる方向 （右方向） に
回し ます。 （糸調子を強 く し ます。）

糸調子が合わない

布地の
下側の面

布地の上側の面に
下糸が出ている

  下糸

   布地の

   上側の面

   上糸

布地の
下側の面

布地の下側の面に

上糸が出ている 布地の
上側の面

下糸

上糸

上糸の通し方や下糸のセッ トが正し く されていない場合

は、 糸調子ダイヤルを回し ても糸調子の調節が正し く 行

えません。 上糸かけ、 下糸セッ トの確認を先に行ってか
ら、 糸調子の調節を行って く ださい。
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布がミシンに入り込んでとれない場合、 糸が針板の

下でからんでいるこ とがあります。 以下の手順で、

布をミシンから取り外し て く ださい。

操作が手順どおりに進まない場合は、 無理に作業を続

けず、 お買い上げの販売店、 または 「お客様相談室

（ミシン 119 番）」 にご相談 く ださい。

布をミシンから取り外す

1 直ちにミシンを停止させます。

2 電源を切ります。

3 針を取り外します。

針が布に刺さっている場合は、 プーリーを奥側
に回し て針を布から外し てから、 針を取り外し
て く ださい。
･「針の交換」 （P.35）を参照してください。

4 押えレバーを上げて、 押えと押えホルダー
を取り外します。
･「押えの取り外しと取り付け」（P.44）、「押え

ホルダーの取り外し」 （P.45）を参照してく
ださい。

5 布を持ち上げて、 布の下の糸を切ります。

こ こで布を取り外すこ とができる場合は、 取り
外し て く ださい。 釜の掃除をするために引き続
き、 次の手順へお進み く ださい。

6 付属のネジ回しを使って針板カバーのネジ
を外します。

7 針板カバーを外します。

8 からんだ糸を切ってボビンを取り出します。

9 内釜を取り出します。

内釜に糸が残っている場合は、 取り除いて く ださい。

0 付属のミシンブラシや掃除機で、 外釜周辺
の糸 く ずやほこりを取り除きます。

q 付属のネジ回しを使って、 針板の 2 つのネ
ジを取り外します。

布がミシンに入り込んでとれなく なった

針板カバー

（手前部分）

こ こまでの手順で布を取り外せた
場合

→手順 u

に進む

こ こまでの手順で布が取り外せな

い場合
→手順 q

に進む

取り外し たネジを、 ミシンの中に落とさないように注意

し て く ださい。

  内釜

    外釜

ミシンブラシ
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w 針板を少し持ち上げ、 絡んだ糸を切って、
針板を取り外します。

針板から布と糸を取り ます。

ここまでの手順を終えても布が取り外せない場
合は、 お買い上げの販売店、 または 「お客様相
談室 （ミシン 119 番）」 にご相談 く ださい。

e 釜や送り歯のまわりの糸を取り除きます。

r プーリーを回し て、 送り歯を上に上げます。

g 針板の 2 つのネジ穴を針板取付け部の2 つの
穴に合わせながら、 ミシンに針板をはめ込
みます。

y 針板の右側のネジを手で軽 く 締めます。 次
に、 左側のネジをネジ回しでし っかり締め
ます。 最後に右のネジもし っかり締めます。

プーリーを回し て、 送り歯が針板のミゾの端に
当たらず、 スムーズに動 く こ とを確認し て く だ

さい。

u 内釜の△印と外釜の○印が合うように、 内
釜を取り付けます。

･ 合わせる位置を確認してから、取り付けを
行ってください。

i 「釜の掃除」 の 8 ～ 9（P.74）に従って針板
カバーを取り付けます。

取り外し たネジを、 ミシンの中に落とさないように注意

し て く ださい。

正し い送り

歯の位置

正し く ない送り

歯の位置

キズが付いた内釜は使用し ないで

く ださい。 万一、 使用する と上糸
がからみ、 針折れや縫製不良の原
因となります。
内釜は 寄りの販売店でお買い求
め く ださい。

内釜は正し い位置に取り付けて く

ださい。 針折れの原因となり ます。

○印

△印

△印

△印と○印を

合わせます。

○印

内釜
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o 針の状態を確認し て、 針をミシンに取り 付
けます。
曲がっ ているなど針が悪く なっ ている場合は、
必ず新し い針を取り 付けてく ださい。
･「正しい針の見分け方」（P.34）、「針の交換」
（P.35）を参照してください。

ミシンの動作を確認する

いったん針板を取り外したあとは、 正し く 取り付け

られているこ とを確認するために、 ミシンの動作確

認をし て く ださい。

1 電源を入れます。

2 中基線の模様 を選択し ます。

3 プーリ ーをゆっく り と手前に回し 、 針が針
穴の中央に落ちることを左右前後から見て
確認し ます。

針が針板に当たる場合は、 もう一度針板を取り

外し 、 「布をミシンから取り 外す」 の手順 r

（P.80）からやり 直し てく ださい。

4 ジグザグ模様 を選択します。 このとき、 ぬ

い目の長さと振り幅を最大にし て く ださい。

･ 設定の変更については、「ぬい目の長さを調
節する」、または「ぬい目の振り幅を調節す
る」（P.37）を参照してください。

5 プーリーをゆっく りと手前に回し 、 針棒と
送り 歯が正し く 動く ことを確認し ます。

針や送り 歯が針板に当たる場合は、 ミシンの故
障が考えられますので、 お買い上げの販売店、
または 「お客様相談室 （ミシン 119 番）」 にご
相談く ださい。

6 電源を切ってから、 ボビンと押えをセット
し ます。
･「下糸をセットする」（P.21）、「押えホルダー

の取り付け」（P.45）を参照してください。

7 上糸をかけなおし ます。
･ 上糸のかけ方については、「上糸を準備する」
（P.22）を参照してください。

8 普通地で試し ぬいをし ます。

曲がっ た針は絶対に使用 し ないで く
ださい。 針折れの原因になります。

こ こまでの手順を終えたあとは、 ミシンが正し く 動 く よ

うに、 以降の 「ミシンの動作を確認する」 の手順を続け

て く ださい。

布がミシンに入り込んだ際に、 針が損傷し ている恐れが

ありますので、 新しい針に交換する ことをお勧めします。

押えと糸は、 まだミシンにセッ ト し ないで く ださい。

針穴 プーリ ー

上糸が正し く セッ トされていなければ、 糸がらみの原因

になり ます。 正し く 上糸をセッ ト し て く ださい。

正し く ぬえない場合、 原因と し て、 上糸が正し く セッ ト

されていないこ とや薄い布地を使用し ている こ とが考え

られます。 試しぬいの仕上がりが良 く ない場合は、 上糸

のかけ方やお使いの布地を確認し て く ださい。



困ったときは

82

こんなとき 原因 対処の仕方 参照

ミシンが動か

ない

電源が入っ ていない。 電源を入れます。 14 ページ

スター ト／スト ップスイ ッチを押し ていない。 スタート／スト ップスイ ッチを押し ます。 28 ページ

押えレバーが上がっ ている。 押えレバーを下げます。 ー

フ ッ ト コントローラーを接続した状態で、 スタート

／スト ップスイ ッチを押し ている。

フ ッ ト コントローラーを接続し ているときは、 スター

ト／スト ップスイ ッチは使用できません。 スタート／

スト ップスイ ッチを使用する場合は、 フ ッ ト コント

ローラーを取り外し ます。

28 ページ

下糸巻きを行った後、 下糸巻き軸が右側のままに

なっ ている。
下糸巻き軸を左側に戻し ます。 19 ページ

針が折れる 針が正し く 取り付けられていない。 針を正し く 取り付けます。 35 ページ

針の止めネジがゆるんでいる。 ド ライバーを使っ て止めネジを し っかり しめます。 35 ページ

針が曲がっ ている。 針先がつぶれている。 新しい針に交換し ます。 34 ページ

針が布地や糸に合っ ていない。 布地に合った糸と針を使用し ます。 34 ページ

模様に合った押えを使用し ていない。 模様に合った押えを取り付けます。
44 ページ

～

上糸調子が強すぎる。 上糸調子を弱 く し ます。 36 ページ

布地を無理に引っ張っている。 布地は軽 く 押さえます。 ー

糸こまが正し く 取り付けられていない。 糸こ まを正し く 取り付けます。
22 ページ

～

針板の穴の周囲に傷がある。

針板を交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

押えの穴の周辺に傷がある。

押えを交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

内釜に傷がある。

内釜を交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

本機純正ボビンを使用し ていない。
純正以外のボビンでは正し く 動作し ません。 本機純正

ボビンを使用し て く ださい。
17 ページ

上糸が切れる 上糸の通し方がまちがっ ている。

上糸を正し く 通し ます。 22 ページ
糸こまが正し く セッ トされていない。

糸こま押えの大きさが合っ ていない。

針棒糸かけから糸が外れている。

糸に結び目やこぶがある。 その部分を取り除きます。 ー

針が糸に合っ ていない。 糸に合った針を使用し ます。 34 ページ

上糸調子が強すぎる。 上糸調子を弱 く し ます。 36 ページ

糸がからまっ て、 釜などに詰まっ ている。
からんだ糸を取り除きます。 釜に詰まっ ていた場合は、

掃除し ます。
76 ページ

針が曲がっ ている。 針先がつぶれている。 新しい針に交換し ます。 34 ページ

針が正し く 取り付けられていない。 針を正し く 取り付けます。 35 ページ

針板の穴の周囲に傷がある。

針板を交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

上糸が切れる

押えの穴の周辺に傷がある。

押えを交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

内釜に傷がある。

内釜を交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相談

く ださい。

ー

本機純正ボビンを使用し ていない。
純正以外のボビンでは正し く 動作し ません。 本機純正

ボビンを使用し て く ださい。
17 ページ

こんなときは
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付
録

こんなとき 原因 対処の仕方 参照

下糸がからま

る

下糸が切れる

下糸のセッ トの仕方がまちがっている。 下糸を正し く セッ ト し ます。 21 ページ

ボビンに傷があり、 回転がなめらかでない。 ボビンを交換し ます。 ー

糸がからまっ ている。 からんだ糸を取り除き、 釜を掃除し ます。 76 ページ

本機純正ボビンを使用し ていない。
純正以外のボビンでは正し く 動作し ません。 本機純正

ボビンを使用し て く ださい。
17 ページ

上糸がつる 下糸のセッ トの仕方がまちがっている。 下糸を正し く セッ ト し ます。 21 ページ

糸調子が合わ

ない

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正し く 通し ます。 22 ページ

下糸のセッ トの仕方がまちがっている。 下糸を正し く セッ ト し ます。 21 ページ

布地に糸や針が合っ ていない。 布地に合った糸と針を使用し ます。 34 ページ

押えホルダーが正し く 取り付けられていない。 押えホルダーを正し く 取り付けます。 45 ページ

糸調子が合っ ていない。 糸調子を調節し ます。
36 ページ

78 ページ

本機純正ボビンを使用し ていない。
純正以外のボビンでは正し く 動作し ません。 本機純正

ボビンを使用し て く ださい。
17 ページ

布裏で糸がか

らまる
上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正し く 通し ます。 22 ページ

布地にしわが

よる

上糸の通し方または下糸のセッ トの仕方がまち

がっている。
上糸、 下糸を正し く セッ ト し ます。

17 ページ

～

糸こ まが正し く 取り付けられていない。 糸こ まを正し く 取り付けます。
22 ページ

～

布地に糸や針が合っ ていない。 布地に合った糸と針を使用し ます。 34 ページ

針が曲がっている。 針先がつぶれている。 新しい針に交換し ます。 34 ページ

薄地の場合に、 ぬい目があらすぎる。
ぬい目を細か く し ます。 または布地の下にハトロン紙

などを敷いてぬいます。

37 ページ

40 ページ

糸調子が合っ ていない。 糸調子を調節し ます。
36 ページ

78 ページ

ぬい目がとぶ 上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正し く 通し ます。 22 ページ

布地に糸や針が合っ ていない。 布地に合った糸と針を使用し ます。 34 ページ

針が曲がっている。 針先がつぶれている。 新しい針に交換し ます。 34 ページ

針の取り付け方がまちがっ ている。 針を正し く 取り付けます。 35 ページ

針板カバーの下や釜にほこ りなどがたまっ ている。 針板カバーを外し て釜を掃除し ます。 73 ページ
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こんなとき 原因 対処の仕方 参照

ぬっているとき

の音が大きい／

ガタガタと音

がする

送り歯や釜にほこ りがたまっ ている。 釜を掃除し ます。 73 ページ

上糸の通し方がまちがっ ている。 上糸を正し く 通し ます。 22 ページ

内釜に傷がある。

内釜を交換します。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相

談 く ださい。

ー

本機純正ボビンを使用し ていない。
純正以外のボビンでは正し く 動作し ません。 本機純正

ボビンを使用し て く ださい。
17 ページ

自動糸通しが

できない

針が上に上がっ ていない。 針上下スイ ッチを押し ます。 25 ページ

針の取り付け方がまちがっ ている。 針を正し く 取り付けます。 35 ページ

模様がきれい

にぬえない
模様に合った押えを使用し ていない。 模様に合った押えを取り付けます。

46 ページ

～

糸調子が合っ ていない。 糸調子を調節し ます。
36 ページ

78 ページ

糸がからまっ て、 釜などに詰まっ ている。
からんだ糸を取り除きます。 釜に詰ま っていた場合

は、 掃除し ます。
76 ページ

布地を送らな

い

送り歯が下がっ ている。 送り歯を上げます。 66 ページ

ぬい目が細かすぎる。 ぬい目の長さを長 く し ます。 37 ページ

模様に合った押えを使用し ていない。 模様に合った押えを取り付けます。
46 ページ

～

針が曲がっ ている。 針先がつぶれている。 新しい針に交換し ます。 34 ページ

糸がからまっ て、 釜などに詰まっ ている。
からんだ糸を取り除きます。 釜に詰ま っていた場合

は、 掃除し ます。
76 ページ

手もとランプ

が点灯しない
ランプが切れた。

お買い上げの販売店、 または 「ミシン 119 番」 にご相

談 く ださい。
ー

液晶画面に何も

表示されない

液晶画面の明るさの設定が明るすぎる、 または暗

すぎる。
液晶画面の明るさを調節し ます。 16 ページ
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ミシンが正し く 準備できていない状態で、 スタート／ストップスイッチを押したときや、 まちがった操作をしたときな
どは、 液晶画面にエラーメッセージが表示されます。 この場合、 表示されたメッセージに従って く ださい。
以下に記載のないメッセージが表示された場合は、 お買い上げの 「販売店」 または 「お客様相談室  ( ミシン 119 番 )」 
までお問い合わせ く ださい。

＊ 液晶画面に 「記憶中」、 「下糸巻中」 と表示される こ とがあり ますが、 これはミシンの状態を表すメッセージで、 エラーで

はあり ません。 それぞれの動作が終わるまでお待ち く ださい。

エラーメッセージ 原因 エラーメッセージ 原因

説明書の

「エラーメッセー
ジ」 をみて く だ
さい

上糸が釜にからんだ、 針が曲がって針板に当
たったなどでミシンが停止した
「こんなときは」 （P.82 ） 参照

BH レバーを下げ
て く ださい

ボタン穴かがり レバーが上がった状態で、 ボ
タン穴かがり ・ かんどめ ・ ダーニングを選択
し て、 スター ト／スト ップまたは返しぬいス
イ ッチを押した

押えレバーを下
げて く ださい

押えが上がった状態でスター ト／スト ップ ・
返しぬい ・ 糸切りのいずれかのスイ ッチを押
し た

BH レバーを上げ
て く ださい

ボタン穴かがり レバーが下がった状態で、 ボ
タン穴かがり ・ かんどめ ・ ダーニング以外を
選択し て、 スタート／スト ップまたは返しぬ
いスイ ッチを押した

下糸巻軸を左に
し て く ださい

下糸巻軸を右に した状態で返しぬい ・ 針上
下 ・ 糸切りのいずれかのスイ ッチを押した

振り幅調節を
OFF し て く ださ
い

振り幅コントロールがオンのときに、 フ ッ ト
コントローラーを取り付けないでスター ト／
スト ップボタンを押した

コントローラーを
外し て く ださい

フ ッ ト コントローラーを取り付けた状態でス
タート／スト ップスイ ッチを押した

F01 ～ F07
ミシンが故障し ていることが考えられますの
で、 お買い上げの販売店またはお客様相談室ま
でお問い合わせ く ださい

エラーメッセージ
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電子音の意味

ミシンが正し く 準備できていない状態で、 スタート

／スト ップスイ ッチまたは返しぬいスイ ッチが押さ

れたときや、 まちがった操作をしたときは、 電子音

でお知らせし ます。

正し い操作をし たと き

「ピ ッ」 と鳴り ます。

まちがっ た操作をし たと き

「ピ ッ ピ ッ」 または 「ピ ッ ピ ッ ピ ッ ピ ッ」 と鳴り ま
す。

糸がらみなどでミシ ンがロッ クし たと き

「ピ ッ ピ ッ ピ ッ ・ ・ ・ 」 と 4 秒間鳴り続けます。 ミシ
ンは自動的に止ま り、 4 秒経過すると操作可能な状
態に戻り ます。 必ず原因を確認し て改善した上で、
再開し て く ださい。

電子音をオフにするには

電子音は、 以下の手順でオフにするこ とができます。

1 電源が入っている場合は、 電源を切ります。

2 模様キー を押し ながら、 電源スイ ッ チ
を押し て電源を入れます。

以下の画面が表示されます。

3 ぬい目の長さ調節キー 「－」 を押し て、
OFF を選択し ます。

＊ 電子音をオフにし ない場合は 「＋」 を押し て、 ON
を選択し ます。

4 いったん電源を切り ます。

次回電源を入れたときは、 電子音が鳴らない設
定になり ます。

本体上のふたが外れたときは、 以下の手順で取り付

けます。

1 上ふたを水平に持ちます。

2 上ふたを上から押し て、 本体に取り付けま
す。

エラー時の電子音について

上ふたが外れたとき
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